
人
間
の
尊
厳
と
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
（
2
）

一
政
治
制
度
の
基
底
に
あ
る
も
の
一

若
　
松

新

は
じ
め
に

　
　
　
　
へ
一
｝

　
本
稿
の
前
編
で
は
戦
争
犯
罪
と
し
て
の
「
人
問
性
に
対
す
る
犯
罪
」
（
一
般
に
言
う
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
、
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

な
い
し
「
人
類
に
対
す
る
犯
罪
」
u
O
「
冒
＄
騨
ひ
q
陰
D
営
。
。
叶
＝
歴
日
。
昌
一
蔓
一
く
興
酵
Φ
o
げ
Φ
コ
ひ
q
Φ
顧
唐
臼
Φ
竃
Φ
⇒
ω
o
ゴ
一
一
〇
莫
Φ
5
に
言
及
し
た
。

「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
概
念
が
登
場
し
た
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
人
種
差
別
の
撤
廃
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
人
種
差
別
と

は
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
（
一
）
奴
隷
制
、
（
二
）
現
代
版
の
奴
隷
政
策
と
言
え
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
》
O
費
9
①
己
一
人
種
隔
離
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

策
）
、
（
三
）
ラ
テ
ン
語
で
「
人
種
（
ひ
q
①
…
ω
）
を
殺
す
（
∩
器
山
。
）
こ
と
」
を
意
味
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
O
Φ
8
0
己
①
一
く
α
貯
①
「
巳
o
a
”

集
団
殺
獄
V
の
三
者
で
あ
ろ
う
。

　
人
種
差
別
と
戦
争
犯
罪
に
は
関
連
性
が
あ
る
。
法
的
に
戦
争
犯
罪
が
成
立
す
る
か
、
も
し
く
は
、
政
治
的
な
い
し
道
義
的
に
戦
争
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

任
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
根
底
に
人
種
差
別
が
必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
存
在
す
る
。
人
種
的
偏
見
と
見
え
な
い
差
別
意
識
の
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源
泉
で
あ
る
経
済
的
格
差
が
混
じ
り
あ
っ
た
土
壌
に
、
戦
争
と
い
う
「
毒
麦
」
の
種
が
ま
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
戦
争
責
任
が
生

じ
る
原
因
が
あ
っ
た
。

　
本
稿
の
第
一
の
目
的
は
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
（
と
「
人
間
の
尊
厳
」
）
と
い
う
（
二
つ
の
）
概
念
が
登
場
し
た
淵
源
の
解
明
に

あ
る
。
そ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
も
あ
る
と
い
う
心
証
を
筆
者
は
得
て
い
る
。
第
二
に
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
概

念
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
と
東
京
と
い
う
照
日
の
二
都
市
で
行
わ
れ
た
国
際
軍
事
法
廷
で
の
み
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
以
降
「
消
滅
し
た
」
犯
罪
概
念
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
い
。
こ
の
目
的
で
い
わ
ゆ
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃
止
協
定
な
ど
に
言
及

し
た
い
。
第
三
に
「
人
間
の
尊
厳
」
と
良
心
の
関
係
を
解
明
し
、
第
四
に
戦
争
犠
牲
者
の
遺
し
た
も
の
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
ま
た
本
稿
は
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
1
）
1
（
1
1
）
」
お
よ
び
（
本
稿
の
前
編
で
あ
る
）
「
人
間
の
尊
厳
と
人
間

性
に
対
す
る
犯
罪
（
1
）
」
な
ど
の
一
連
の
論
考
の
完
結
稿
と
し
て
の
性
格
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
本
稿
が
主
題
と
す
る
問
題
は
、
各
国

の
政
治
制
度
を
比
較
検
討
す
る
際
の
前
提
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
問
題
な
の
で
敢
え
て
取
り
上
げ
た
。
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
政
治

制
度
が
あ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
立
派
な
政
治
制
度
で
あ
っ
て
も
、
人
間
の
尊
厳
が
な
く
ば
何
ら
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
政
治
制

度
を
制
度
と
し
て
成
立
さ
せ
る
も
の
は
人
間
で
あ
る
の
で
、
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
や
八
間
の
尊
厳
の
問
題
が
基
底
に
あ
る
。
つ
ま
り

政
治
制
度
の
基
底
に
あ
る
人
間
の
罪
過
と
密
接
に
か
か
わ
る
「
罪
責
告
臼
」
　
例
え
ば
、
西
ド
イ
ツ
の
成
立
に
先
立
っ
て
一
九
四
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
〇
月
一
九
日
に
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
協
議
会
が
行
っ
た
罪
責
告
臼
で
あ
る
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
宣
言
や
、
統
一
ド
イ
ツ
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

立
に
先
立
っ
て
一
九
九
〇
年
四
月
置
一
日
に
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
人
民
議
会
全
会
派
が
行
っ
た
罪
責
告
臼
な
ど
　
　
な
く
ば
、
戦
後
の
新

し
い
ド
イ
ツ
政
治
は
始
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
の
一
端
を
比
較
検
討
し
た
い
と
思
う
。
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

一
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
「
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」

　
　
一
八
六
〇
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
共
和
党
選
挙
綱
領
一

（
＝

　
既
に
一
七
八
九
年
八
月
に
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
（
O
o
a
o
ま
卑
昌
謹
鰭
嵩
逡
V
候
爵
が
、
そ
の

著
『
黒
人
奴
隷
に
関
す
る
省
察
』
の
な
か
で
奴
隷
制
を
非
難
し
て
、
「
奴
隷
状
態
に
至
る
ま
で
人
間
の
品
位
を
お
と
し
め
、
入
間
を
買

い
、
売
り
、
奴
隷
状
態
に
置
く
こ
と
は
、
真
の
犯
罪
で
あ
り
、
窃
盗
よ
り
も
邪
悪
な
犯
罪
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
更
に
続
け
て
コ

ン
ド
ル
セ
は
以
下
の
よ
う
に
断
言
し
て
い
る
。

　
　
　
仮
に
世
論
が
こ
の
種
の
犯
罪
を
非
難
せ
ず
、
国
法
が
こ
の
種
の
犯
罪
を
黙
認
し
た
と
し
て
も
、
か
か
る
行
為
の
本
質
を
世
論
も

　
　
国
法
も
変
更
で
き
な
い
。
仮
に
か
か
る
世
論
が
万
人
の
も
の
で
あ
り
、
人
類
が
異
口
同
音
に
か
か
る
国
法
に
賛
成
票
を
投
じ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
し
て
も
、
か
か
る
犯
罪
は
そ
れ
で
も
な
お
犯
罪
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
コ
ン
ド
ル
セ
は
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
性
質
を
的
確
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
犯
罪
は
「
多
数
決
に
よ
っ

て
も
そ
の
犯
罪
性
を
否
定
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
絶
対
的
な
」
犯
罪
な
の
で
あ
る
。

　
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
（
〉
σ
茜
『
餌
∋
ピ
ぎ
o
o
ぎ
）
は
、
一
八
五
四
年
当
時
弁
護
士
と
し
て
働
い
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
、

一
八
二
〇
年
に
締
結
さ
れ
、
三
四
年
間
に
わ
た
っ
て
合
意
事
項
と
な
っ
て
い
た
「
ミ
ズ
ー
リ
協
定
の
妥
協
」
が
廃
棄
さ
れ
て
、
奴
隷
（
制

を
是
と
す
る
）
州
が
北
緯
三
六
度
三
〇
分
以
北
に
も
拡
張
さ
れ
る
危
機
に
直
面
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
一
八
四
六
年
に
当
選
し
て
か
ら

　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凶

一
期
二
年
間
下
院
議
員
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
リ
ン
カ
ー
ン
が
、
自
ら
の
政
治
的
責
任
を
再
び
自
覚
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
彼
は
イ
リ
31



ノ
イ
州
ペ
オ
リ
ア
（
勺
Φ
o
側
面
で
一
八
五
四
年
一
〇
月
一
六
日
に
演
説
を
行
っ
て
、
「
奴
隷
制
は
人
間
の
利
己
心
と
い
う
性
質
に
基
づ

き
、
奴
隷
制
に
対
す
る
反
対
は
人
間
の
正
義
を
愛
す
る
心
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
原
則
は
永
久
に
敵
対
す
る
」
と
明
言
し

た
。
リ
ン
カ
ー
ン
は
更
に
続
け
て
、
奴
隷
制
が
拡
大
さ
れ
る
な
ら
ば
、
今
よ
り
後
、
必
ず
や
衝
突
と
激
し
い
闘
争
と
動
乱
が
絶
え
る
こ

と
な
く
生
じ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
、
引
き
続
い
て
生
じ
た
カ
ン
サ
ス
地
方
に
お
け
る
流
血
の
惨
事
を
予
想
す
る
が
ご
と
き
発
言
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ン
カ
ー
ン
は
こ
の
時
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
『
ミ
ズ
ー
リ
協
定
の
妥
協
』
を
廃
棄
し
、
す
べ
て

の
妥
協
を
廃
棄
し
」
、
ま
た
（
「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
明
の
真
理
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
は
平
等
に
造
ら
れ
、
造
物
主
に
よ
っ
て
、
一
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

奪
い
が
た
い
天
賦
の
権
利
を
付
与
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
信
ず
る
」
と

定
め
る
）
一
七
七
六
年
七
月
四
日
の
「
独
立
宣
言
を
廃
棄
し
、
す
べ
て
の
過
去
の
歴
史
を
廃
棄
し
た
と
し
て
も
、
あ
な
た
方
は
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

本
性
（
げ
⊆
琶
き
コ
讐
霞
Φ
）
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。

　
リ
ン
カ
ー
ン
が
こ
の
演
説
の
中
で
言
及
し
た
、
独
立
宣
言
の
草
案
を
起
草
し
た
の
は
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
（
日
ゴ
○
∋
鋤
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

智
頃
①
「
ω
8
）
で
あ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
彼
自
身
は
奴
隷
所
有
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
独
立
宣
言

の
草
案
に
お
い
て
、
英
国
国
王
が
人
間
の
本
性
そ
の
も
の
に
対
す
る
残
忍
な
戦
争
（
o
毎
①
一
≦
忠
恕
ひ
q
巴
コ
。
。
け
ピ
∋
餌
ロ
昌
象
旨
Φ
一
房
Φ
5

を
行
っ
て
、
「
遠
く
離
れ
た
人
民
の
人
格
に
認
め
ら
れ
る
生
命
と
自
由
と
い
う
最
も
神
聖
な
権
利
を
侵
害
し
、
…
…
異
な
れ
る
半
球
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
∀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
．

い
て
当
該
人
民
を
奴
隷
の
身
分
へ
と
陥
れ
、
（
そ
の
人
格
を
）
剥
奪
し
て
い
る
」
と
非
難
し
て
い
た
。
こ
の
独
立
宣
言
の
正
文
を
開
拓
民

の
子
弟
た
ち
は
暗
記
す
る
ま
で
学
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
人
々
は
七
月
四
日
の
独
立
記
念
日
に
な
る
と
、
星
条
旗
の
下
に
寄
り
集
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
は
こ
の
宣
言
を
朗
読
し
て
、
こ
の
国
の
自
由
と
独
立
と
を
祝
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
リ
ン
カ
ー
ン
が
、
一
八
五
四
年
遅
結
党
さ
れ
た
共
和
党
の
大
統
領
候
補
と
し
て
、
合
衆
国
大
統
領
に
初
当
選
し
た
の
は
、
一
八
六
〇
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入間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

年
の
選
挙
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
共
和
党
は
、
一
八
六
一
年
以
来
一
九
三
二
年
ま
で
二
名
の
民
主
党
所
属
の
大
統
領
を
許
す
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

か
は
、
一
貫
し
て
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
共
和
党
の
一
八
六
〇
年
の
選
挙
綱
領
は
奴
隷
制
を
以
ド
の
よ
う
に
非
難
し
て
い

た
。
ま
ず
決
議
第
七
号
は
、
「
合
衆
国
憲
法
」
が
「
合
衆
国
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
す
べ
て
の
地
域
に
奴
隷
制
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
「
新
し
い
教
条
（
食
。
ひ
q
ヨ
巴
」
は
、
「
危
険
な
政
治
的
邪
説
」
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
こ
の
教
条
は
憲
法
の
定
め
る
手
続
き
規
定

と
矛
盾
し
、
憲
法
の
解
釈
と
矛
盾
し
、
立
法
と
司
法
の
先
例
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
「
革
命
的
」
傾
向
を
有
し
、
「
国
家
の
治
安
と
調
和
」

を
覆
す
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
決
議
第
八
号
は
「
合
衆
国
の
全
領
域
」
に
「
自
由
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
正
常
な
状
態
で

あ
る
。
憲
法
制
定
の
父
た
ち
の
精
神
に
な
ら
っ
て
「
す
べ
て
の
国
家
領
域
で
奴
隷
制
を
廃
止
し
」
、
（
一
七
九
一
年
に
確
定
し
た
「
何
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
V

も
法
律
の
正
当
な
手
続
き
な
く
し
て
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
）
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
に

基
づ
い
て
、
こ
の
憲
法
規
定
に
違
反
す
る
立
法
化
の
試
み
に
対
し
て
対
決
し
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
あ
れ
、
こ
の
憲
法
規
定
を
守
る
立

法
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
「
我
々
の
責
務
」
で
あ
る
と
謳
っ
た
。
こ
う
し
て
「
合
衆
国
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
」
に
お
い
て
「
奴
隷
制
を
合
法

的
存
在
」
と
し
て
認
め
よ
う
と
試
み
る
、
か
よ
う
な
「
議
会
、
地
域
的
立
法
機
関
」
な
い
し
「
す
べ
て
の
個
人
」
の
権
威
を
否
定
し
た

　
　
　
（
1
9
〕

の
で
あ
っ
た
。
続
い
て
決
議
第
九
号
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
奴
隷
貿
易
」
を
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
で
あ
る
と
非
難
し
、
そ
の
禁

止
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　
我
々
は
、
我
国
の
国
旗
の
庇
護
の
下
に
、
司
法
権
力
の
こ
じ
つ
け
に
よ
っ
て
常
助
さ
れ
た
、
昨
八
，
の
ア
フ
リ
カ
奴
隷
貿
易
の
再

　
　
開
を
、
「
八
間
性
に
対
す
る
犯
罪
（
自
。
o
鼠
ヨ
Φ
曽
ツ
q
巴
コ
曾
コ
ニ
秀
出
ロ
一
蔓
）
」
で
あ
り
、
か
つ
我
々
の
国
家
と
時
代
に
対
す
る
「
燃
え
る

　
　
よ
う
な
恥
（
聾
σ
芋
粥
爵
ω
冨
ヨ
Φ
）
」
で
あ
る
と
み
な
し
て
、
か
か
る
烙
印
を
押
す
。
我
々
は
、
議
会
が
迅
速
か
つ
有
効
な
手
段
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
∀

　
　
講
じ
て
、
か
か
る
い
ま
わ
し
い
貿
易
を
全
面
的
か
つ
最
終
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
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（
二
）

34

　
こ
こ
で
明
言
さ
れ
た
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
概
念
が
形
造
ら
れ
る
た
め
に
は
、
歴
史
の
進
展
の
な
か
で
＝
一
年
な
い
し
二
〇

年
の
幅
を
持
つ
と
推
察
さ
れ
る
、
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
概
念
化
に
至
る
前
史
が
あ
っ
た
。
以
下
そ
の
過
程
を
た
ど
っ
て
ゆ
き
た

い
。　

時
代
は
少
々
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
八
四
〇
年
と
な
る
。
こ
の
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
選
挙
綱
領
は
、
奴
隷
制
を
始
め
て
露

骨
に
擁
護
し
た
。
す
な
わ
ち
当
時
既
に
「
奴
隷
制
廃
止
論
者
」
た
ち
は
、
「
議
会
の
活
動
に
よ
っ
て
奴
隷
制
」
の
拡
大
を
「
阻
止
」
し
ょ

う
と
試
み
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
こ
の
年
の
民
主
党
の
綱
領
は
、
か
よ
う
な
「
す
べ
て
の
〔
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
た
め
の
〕
努
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

を
「
最
も
驚
愕
す
べ
き
、
最
も
危
険
な
帰
結
に
至
る
企
て
」
で
あ
る
、
と
明
記
し
て
選
挙
戦
に
敗
れ
た
。
こ
の
時
以
来
、
奴
隷
制
の
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

非
が
各
政
党
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
綱
領
上
の
問
題
と
し
て
、
咀
上
に
の
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
奴
隷
制
廃
止
の
急
先
鋒
は
、
自
由
土
地
（
閃
お
①
ω
o
ε
党
で
あ
る
。
自
由
土
地
党
は
一
八
四
八
年
目
結
党
さ
れ
、
新
た
に
合
衆
国
に

編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
地
域
に
、
奴
隷
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
活
躍
し
、
こ
の
年
の
大
統
領
選
挙
で
一
〇
・

　
　
　
（
2
3
）

一
％
の
得
票
を
獲
得
し
た
政
党
で
あ
る
。
同
党
の
一
八
四
八
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
選
挙
綱
領
は
、
「
奴
隷
〔
制
を
是
と
す
る
　
引
用

者
加
筆
の
場
合
は
〔
〕
で
示
し
た
。
以
下
同
じ
。
〕
権
力
の
攻
撃
に
対
し
て
自
由
な
労
働
の
諸
権
利
を
擁
護
す
る
。
ま
た
自
由
な
人
間

の
た
め
に
自
由
〔
な
労
働
が
保
障
さ
れ
た
〕
地
〔
域
〕
を
確
保
す
る
と
い
う
土
ハ
通
の
決
意
に
基
づ
き
、
過
去
の
一
切
の
政
治
的
相
違
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

こ
え
て
、
自
由
（
閃
お
Φ
匹
。
ヨ
）
の
た
め
に
、
自
由
な
人
間
の
同
盟
と
し
て
」
結
集
し
た
と
明
記
し
て
い
た
。

　
引
き
続
い
て
自
由
上
地
党
は
、
一
八
四
八
年
五
月
に
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
（
じ
d
。
。
三
∋
o
お
）
で
開
催
さ
れ
た
民
主
党
党
大
会
と
、
一
八
四
八



人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

年
六
月
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
（
勺
ぼ
冨
虹
Φ
言
三
元
）
で
開
催
さ
れ
た
ホ
イ
ッ
グ
党
党
大
会
の
、
両
者
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
い
ず
れ
の
大

統
領
候
補
に
対
し
て
も
、
「
奴
隷
制
の
拡
張
に
反
対
す
る
者
は
、
節
操
（
o
o
5
ω
凶
ω
8
⇒
身
）
と
道
義
（
α
暮
《
）
と
自
尊
（
ω
Φ
一
h
－
「
Φ
ω
℃
Φ
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

を
犠
牲
と
し
な
い
限
り
支
持
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
更
に
「
我
々
こ
こ
に
集
結
し
た
八
々
」
は
、
「
独
立
宣
言
が
始
め

て
表
明
さ
れ
た
当
時
の
建
国
の
父
た
ち
」
の
宗
教
的
伝
統
を
想
起
す
る
。
か
く
し
て
「
我
々
の
主
義
（
o
磐
ω
Φ
）
の
勝
利
を
神
に
委
ね
、

我
々
の
主
義
を
唱
道
す
る
我
々
の
努
力
を
神
が
導
い
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
」
奴
隷
制
に
反
対
し
、
「
自
由
と
い
う
国
民
的
綱
領
」
を

こ
こ
に
樹
立
す
る
と
明
言
し
た
。
更
に
同
党
一
八
四
八
年
綱
領
に
よ
れ
ば
、
「
合
衆
国
議
会
は
一
人
の
国
王
を
作
る
権
限
を
持
た
な
い
の

と
同
様
に
、
↓
人
の
奴
隷
を
作
る
権
限
も
持
た
ず
」
、
「
君
主
制
を
制
定
し
、
確
立
す
る
権
限
を
持
た
な
い
の
と
同
様
に
、
奴
隷
制
を
制

定
し
、
確
立
す
る
権
限
も
持
た
な
い
」
。
こ
の
よ
う
な
権
限
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
特
別
に
授
権
さ
れ
た
権
限
に
は
決
し
て
由
来
せ
ず
、
憲

法
が
含
ん
で
い
る
正
し
い
意
味
に
も
反
し
て
い
る
と
、
自
由
土
地
党
は
付
言
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
連
邦
政
府
の
責
務
は
、
連
邦
政
府

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
立
法
す
る
憲
法
上
の
権
限
を
有
し
、
か
く
し
て
、
奴
隷
制
の
存
在
に
つ
い
て
責
任
を
持
つ
す
べ
て
の
領
土
内
で
、

奴
隷
制
を
存
在
せ
し
め
、
存
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
責
任
か
ら
〔
奴
隷
制
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
ん
で
〕

解
放
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
自
由
土
地
党
は
主
張
し
た
。
具
体
的
に
は
「
現
在
の
自
由
〔
な
労
働
が
保
障
さ
れ
た
〕
地
〔
域
〕
」
へ
「
奴

隷
制
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
」
た
め
に
、
議
会
が
そ
の
法
令
に
よ
っ
て
「
す
べ
て
の
自
由
〔
な
労
働
が
保
障
さ
れ
た
〕
地
〔
域
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
お
け
る
奴
隷
制
を
禁
止
」
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
奴
隷
（
制
を
是
と
す
る
∀
権
力
に
つ
く
人
々
は
、
「
よ
り
多
く
の
奴
隷
〔
制
が
敷
か
れ
た
〕
州
と
、
よ
り
多
く
の
奴
隷
〔
制
が

敷
か
れ
た
〕
地
域
と
を
求
め
て
」
論
争
を
強
い
て
い
た
。
か
よ
う
な
要
求
に
対
し
て
自
由
土
地
党
は
、
「
ノ
ー
モ
ア
奴
隷
州
、
ノ
ー
モ
ア

奴
隷
地
域
」
と
い
う
静
か
な
、
し
か
し
最
終
的
な
回
答
を
提
示
し
た
。
こ
う
し
て
我
国
（
合
衆
国
）
に
お
い
て
「
苦
難
に
耐
え
ね
ば
な

35



ら
な
い
開
拓
者
」
、
と
り
わ
け
「
他
国
で
抑
圧
さ
れ
、
追
放
さ
れ
た
人
々
」
が
、
「
新
世
界
で
安
住
の
地
と
進
取
の
精
神
を
発
揮
し
う
る

場
所
を
貰
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
」
、
「
我
々
の
広
大
な
領
土
に
お
け
る
上
地
を
自
由
で
あ
り
続
け
さ
せ
よ
う
」
と
宣
言
し
た
。

続
け
て
「
奴
隷
制
と
は
も
は
や
何
ら
妥
協
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
妥
協
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
か
か
る
妥
協
は
廃
棄
さ
れ
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
8
）

な
ら
な
い
」
と
自
由
土
地
党
は
決
議
し
て
い
る
。

　
最
後
に
自
由
土
地
党
は
、
一
八
四
八
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
選
挙
綱
領
の
末
尾
で
、
以
下
の
よ
う
な
象
徴
的
な
宣
言
を
行
っ
た
。

　
　
　
我
々
は
、
我
国
の
国
旗
の
上
に
「
自
由
な
上
地
（
閃
「
①
Φ
ω
o
一
一
）
、
自
由
な
言
論
（
閃
お
①
ω
O
①
㊦
0
7
）
、
自
由
な
労
働
（
印
面
①
ピ
鋤
び
。
『
）

　
　
お
よ
び
自
由
な
入
間
（
繰
戸
Φ
ζ
窪
ご
と
い
う
言
葉
を
刻
み
込
み
、
か
か
る
国
旗
の
下
で
我
々
は
戦
い
続
け
る
。
勝
利
者
を
祝
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
す
る
勝
利
が
我
々
の
労
苦
に
報
い
て
く
れ
る
そ
の
日
ま
で
、
我
々
は
休
む
こ
と
な
く
戦
い
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
五
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
自
由
土
地
党
は
自
由
民
主
（
男
『
①
①
∪
Φ
ヨ
O
o
建
鉱
6
）
党
と
党
名
を
変
更
し
て
選
挙
戦
を
戦

っ
た
。
自
由
民
主
党
一
八
五
二
年
選
挙
綱
領
は
前
文
で
、
我
々
は
「
合
衆
国
の
自
由
民
主
主
義
の
代
表
者
と
し
て
」
こ
こ
に
結
集
し
た
。

我
々
は
「
悪
に
対
し
て
正
義
（
『
お
茸
p
ρ
ひ
q
虫
β
段
≦
「
o
コ
ひ
q
ω
）
」
を
、
「
奴
隷
制
に
対
し
て
自
由
（
呼
①
①
血
。
ヨ
偉
。
醤
ぎ
曽
ω
曰
く
①
「
《
）
」
を
擁

護
す
る
、
共
通
の
決
意
に
よ
っ
て
一
つ
に
融
合
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
我
々
は
「
ア
メ
リ
カ
人
民
の
知
性
、
愛
国
心
、
お
よ
び
〔
善
悪
を
〕

識
別
す
る
正
義
感
」
を
信
頼
す
る
。
ま
た
、
先
の
自
由
土
地
党
一
八
四
八
年
選
挙
綱
領
と
同
じ
く
、
「
我
々
の
主
義
（
＄
器
Φ
∀
の
勝
利

を
神
に
委
ね
、
我
々
の
主
義
を
唱
道
す
る
我
々
の
努
力
を
神
が
導
い
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
」
、
「
す
べ
て
の
人
間
の
誠
実
な
判
断
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
0
）

に
依
拠
す
る
と
い
う
厳
粛
な
宣
言
を
行
っ
た
。

　
自
由
民
主
党
の
一
八
五
二
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
選
挙
綱
領
第
四
号
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
に
言
う
「
法
律
の
正
当
な
手

続
き
（
伍
⊆
①
穣
o
o
Φ
。
・
。
・
o
｛
ご
≦
V
」
を
再
確
認
し
、
君
主
制
（
国
王
）
と
奴
隷
制
（
奴
隷
）
を
創
設
す
る
権
限
を
自
由
土
地
党
に
倣
っ
て
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

否
定
し
た
。
加
え
て
、
直
ち
に
政
府
は
奴
隷
制
を
終
息
さ
せ
て
、
憲
法
土
の
立
法
権
限
を
有
す
る
す
べ
て
の
場
所
で
、
奴
隷
制
を
存
続

せ
し
め
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
責
任
か
ら
、
進
ん
で
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
再
び
明
言
し
た
。
綱
領
第
五
号
は
「
奴

隷
制
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
法
制
化
を
求
め
る
、
奴
隷
〔
制
を
是
と
す
る
〕
権
力
の
不
評
不
屈
か
つ
執
念
深
い
要
求
」
に
対
し
て
、
「
明
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
1
）

に
し
て
最
終
的
な
」
否
と
い
う
回
答
を
行
う
旨
を
表
明
し
た
。
続
い
て
綱
領
第
六
号
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
奴
隷
制
は
神
に
対
す
る
罪
（
ω
ヨ
餌
ひ
q
巴
⇒
簿
Ω
o
α
）
で
あ
り
、
人
間
に
対
す
る
犯
罪
（
自
巨
Φ
餌
ひ
q
巴
置
け
∋
p
⇒
）
で
あ
る
。
い
か

　
　
な
る
人
間
の
立
法
行
為
も
慣
習
も
奴
隷
制
を
正
当
化
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
、
人
間
制
（
巨
∋
曽
三
星
）
お
よ
び
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
国
心
は
、
等
し
く
奴
隷
制
の
廃
止
を
要
求
す
る
。

　
続
い
て
綱
領
第
七
号
に
お
い
て
、
具
体
的
に
一
八
五
〇
年
暫
定
奴
隷
法
は
「
合
衆
国
憲
法
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
原
則
、
キ
リ
ス
ト
教
の

精
神
お
よ
び
文
明
を
有
す
る
世
界
の
心
情
」
に
反
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
法
律
の
「
ア
メ
リ
カ
臣
民
に
対
す
る
拘
束
力
」
を
、
言
わ
ば

．
　
．
　
●
　
。
　
・
　
・
　
．
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
∀

抵
抗
権
に
基
づ
い
て
否
認
し
た
。
同
時
に
同
法
の
「
即
時
か
つ
全
面
的
な
廃
止
」
を
要
求
し
て
い
る
。

　
最
終
的
に
奴
隷
制
に
対
す
る
恒
久
的
な
解
決
法
は
、
自
由
民
主
党
の
一
八
五
二
年
選
挙
綱
領
第
一
〇
号
に
よ
れ
ば
、
自
由
こ
そ
が
全

国
民
的
で
あ
り
、
奴
隷
制
は
地
域
的
利
害
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
「
真
理
」
を
、
実
践
的
に
認
め
る
以
外
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
そ
し

て
連
邦
政
府
は
、
「
奴
隷
制
か
ら
完
全
に
訣
を
分
か
っ
て
」
、
「
自
由
の
側
に
立
つ
」
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

題
に
お
い
て
妥
協
の
余
地
は
、
現
実
に
は
全
く
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
再
び
確
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）

こ
こ
で
、
当
時
の
奴
隷
（
制
を
是
と
す
る
）
権
力
と
奴
隷
制
廃
止
を
求
め
る
人
々
の
対
立
状
況
を
検
討
し
た
い
。
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元
来
合
衆
国
で
は
、
「
八
二
〇
年
の
「
ミ
ズ
ー
リ
協
定
の
妥
協
」
に
よ
っ
て
、
北
緯
三
六
二
三
〇
分
以
北
の
新
た
な
連
邦
領
域
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
∀

奴
隷
制
度
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
八
五
四
年
一
月
に
イ
リ
ノ
イ
州
選
出
の
S
・
ダ
ク
ラ
ス
（
り
0
8
嘗
讐
〉
馳
U
o
G
ひ
q
冨
。
・
）
上
院

議
員
は
、
新
た
に
州
と
し
て
編
入
さ
れ
る
予
定
地
で
、
北
緯
三
六
度
三
〇
分
以
北
に
位
置
す
る
ネ
ブ
ラ
ス
カ
地
域
を
二
州
、
す
な
わ
ち

カ
ン
サ
ス
州
と
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
に
分
け
、
奴
隷
制
の
採
否
は
、
当
該
地
域
の
住
民
の
過
半
数
の
意
志
に
ま
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

「
カ
ン
サ
ス
ー
ー
ネ
ブ
ラ
ス
カ
法
案
」
を
提
起
し
た
。
こ
の
法
案
は
提
案
後
直
ち
に
上
院
を
通
過
し
た
が
、
下
院
で
は
「
ミ
ズ
ー
リ
協
定

の
妥
協
」
の
即
時
廃
止
が
咀
上
に
の
ぼ
り
、
こ
の
こ
と
は
州
制
発
足
以
前
に
、
奴
隷
制
が
従
来
禁
止
さ
れ
て
い
た
末
組
織
の
領
土
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
、
奴
隷
制
に
反
対
す
る
勢
力
の
反
対
の
炎
が
全
土
に
拡
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
に
奴
隷
制
の
拡

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

大
に
反
対
し
て
共
和
党
が
組
織
さ
れ
た
。

　
一
八
五
四
年
一
月
中
旬
に
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
の
下
院
議
員
J
・
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
（
旨
。
鴇
轟
○
乙
ユ
ぎ
ひ
q
ω
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の

下
院
議
員
G
・
ス
ミ
ス
（
0
9
葺
ω
巨
9
）
、
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
の
上
院
議
員
S
．
チ
ェ
イ
ス
（
Q
D
巴
ヨ
。
ロ
℃
●
O
冨
ω
Φ
）
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
選
出
の
上
院
議
員
C
・
サ
ム
ナ
ー
（
O
冨
「
δ
ω
Q
リ
ニ
ヨ
コ
①
ご
他
二
名
は
、
「
議
会
に
お
け
る
無
党
派
の
民
主
主
義
者
の
合
衆
国

人
民
に
対
す
る
声
明
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
声
明
は
「
カ
ン
サ
ス
ー
ー
ネ
ブ
ラ
ス
カ
法
案
」
を
、
自
由
な
労
働
（
の
権
利
）
を
躁
黒
し
、

偉
大
な
る
西
部
を
「
奴
隷
所
有
者
と
奴
隷
が
住
む
独
裁
政
治
の
荒
涼
と
し
た
地
域
」
に
す
る
、
「
極
悪
非
道
な
謀
略
の
極
み
」
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
こ
の
声
明
に
よ
れ
ば
、
同
法
案
は
「
〔
有
権
者
に
対
す
る
〕
神
聖
な
誓
約
を
無
礼
千
万
に
も
裏
切
っ
て
」
、
「
尊
重
す
べ
き
法

〔
秩
序
〕
に
対
し
て
背
信
行
為
を
行
う
犯
罪
」
で
あ
り
、
「
圧
制
を
合
法
化
し
、
不
正
義
を
組
織
化
し
て
」
広
範
な
地
域
に
拡
大
し
よ
う

と
企
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
同
法
案
に
対
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
抵
抗
（
「
①
餓
ω
雷
⇒
∩
①
）
す
る
こ
と
を
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
ア
ピ
ー
ル
は
呼
び
か
け
た
。
「
な
ぜ
な
ら
自
由
と
い
う
主
義
（
8
二
ω
Φ
）
は
神
の
主
義
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
」
。
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
他
方
一
八
五
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
共
和
党
選
挙
綱
領
は
、
「
共
和
主
義
的
な
建
国
の
父
」
と
共
に
、
「
す
べ
て
の
入
間
」
の

「
生
命
、
自
由
と
幸
福
を
追
求
す
る
不
可
譲
の
権
利
」
を
想
起
し
て
、
こ
の
権
利
を
、
連
邦
政
府
が
有
す
る
「
排
他
的
管
轄
権
」
の
下

に
あ
る
「
す
べ
て
の
人
間
」
に
対
し
て
、
保
障
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
連
邦
政
府
の
「
第
一
義
」
か
つ
「
最
終
的
目
的
」
と
な
る
べ
き
で

あ
る
と
確
認
し
た
。
更
に
「
憲
法
」
が
統
治
権
と
し
て
「
議
会
」
に
付
与
し
た
合
衆
国
領
土
上
の
「
主
権
」
を
行
使
す
る
際
に
、
「
議
会

の
権
利
で
あ
り
、
か
つ
最
も
重
要
な
責
務
」
と
な
る
の
が
、
「
合
衆
国
領
土
内
に
お
け
る
双
子
の
野
蛮
な
遺
物
で
あ
る
一
夫
多
妻
制
と
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

隷
制
」
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

　
「
カ
ン
サ
ス
ロ
ネ
ブ
ラ
ス
カ
法
案
」
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
奴
隷
制
を
め
ぐ
る
南
北
間
の
対
立
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
よ
り
南
に

位
置
す
る
カ
ン
サ
ス
州
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
サ
ス
州
を
自
由
州
と
す
る
か
奴
隷
州
と
す
る
か
は
、
双
方
の
陣
営
の
機
先
を
制

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
両
陣
営
は
、
意
図
的
に
移
住
を
カ
ン
サ
ス
州
に
送
り
込
み
、
そ
の
結
果
、
武
力
対
立
を
含
む
騒
乱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
∀

惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
な
混
乱
状
況
に
直
面
し
て
、
一
八
五
六
年
共
和
党
選
挙
綱
領
は
、
一
七
八
七
年
五
月
i
九
月
起
草
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法

が
、
そ
の
前
文
に
よ
れ
ば
「
よ
り
完
全
な
連
邦
を
形
成
し
、
正
義
を
樹
立
し
、
国
内
の
静
穏
を
保
障
し
、
共
同
の
防
衛
に
備
え
、
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の
福
祉
を
増
進
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
上
に
自
由
の
祝
福
が
続
く
こ
と
を
確
保
」
す
る
た
め
に
、
人
民
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
カ
ン
サ
ス
人
民
の
憲
法
上
の
権
利
」
が
、
詐
欺
的
手
段
に
よ
っ
て
躁
踊
さ
れ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
具
体
的
に

は
（
一
）
「
武
装
し
た
軍
隊
」
に
よ
る
侵
略
行
為
、
（
二
）
「
偽
の
立
法
、
司
法
、
行
政
官
吏
」
に
よ
る
軍
事
的
制
圧
下
で
の
「
専
制
的
で

反
憲
法
的
な
法
」
の
制
定
と
施
行
、
（
三
）
「
異
常
で
、
紛
糾
を
招
く
公
務
宣
誓
」
が
「
選
挙
権
の
行
使
と
官
職
就
任
」
の
条
件
と
し
て

強
要
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
（
四
）
「
公
平
な
陪
審
員
」
の
臨
席
の
下
で
「
迅
速
に
、
公
開
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
が
否
定
さ
れ
て
い
る
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こ
と
、
（
五
）
「
道
理
に
合
わ
な
い
捜
索
と
押
収
に
対
し
て
、
私
的
個
入
、
私
住
所
、
私
文
書
と
私
財
を
保
護
す
る
人
民
の
権
利
が
侵
害
」

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
（
六
）
「
法
律
の
正
当
な
手
続
き
」
を
経
な
い
「
生
命
、
自
由
お
よ
び
財
産
」
の
剥
奪
、
（
七
V
「
言
論
と
出
版
の
自

由
」
の
侵
害
、
（
八
）
「
カ
ン
サ
ス
人
民
の
代
表
者
選
挙
権
」
の
失
効
、
（
九
）
「
殺
人
、
強
盗
、
放
火
の
扇
動
」
と
当
該
犯
罪
の
犯
罪
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
4
2
）

が
処
罰
を
受
け
ず
に
放
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
権
利
の
侵
害
は
、
い
か
に
深
刻
な
対
立
が
自
由
州
か
奴
隷

州
か
を
め
ぐ
っ
て
存
在
し
て
い
た
か
を
示
す
実
例
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
生
じ
た
侵
犯
行
為
を
、
一
八
五
六
年
共
和

党
選
挙
綱
領
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
人
間
性
に
対
す
る
重
大
な
犯
罪
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
同
時
に
共
和
党
は
、
こ
の
種
の
犯
罪
の

犯
罪
者
を
事
後
的
に
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
に
は
単
な
る
罪
刑
法
定
主
義
を
超
え
う
る
契
機
も
含
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
を
、
現
在
の
連
邦
政
府
は
熟
知
し
、
是
認
し
、
処
理
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
「
憲
法
、
連
邦
（
合
衆
国
）

　
　
と
人
間
性
に
対
す
る
重
大
な
犯
罪
（
三
ひ
q
7
0
甑
∋
Φ
鋤
ひ
q
巴
昌
卑
臼
Φ
6
0
塁
小
角
鉱
o
P
昏
①
⊂
三
〇
週
期
民
巨
∋
鋤
三
七
）
」
に
関
し
て
、

　
　
我
々
は
連
邦
政
府
、
大
統
領
、
大
統
領
の
顧
問
、
官
吏
、
支
持
者
、
代
弁
者
と
従
犯
者
を
、
こ
の
事
件
の
前
で
あ
れ
後
で
あ
れ
、

　
　
国
家
と
世
界
に
対
し
て
糾
弾
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
極
悪
非
道
な
違
法
行
為
の
実
際
の
犯
罪
者
と
共
犯
者
を
、
事
後
的
に
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
外
な
く
確
実
に
、
罪
状
に
応
じ
て
処
罰
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
確
固
た
る
目
的
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舅
V

　
以
上
の
よ
う
に
、
お
よ
そ
一
八
四
〇
年
か
ら
、
一
八
六
五
年
一
二
月
六
日
に
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
三
条
が
確
定
し
て
、
連
邦
憲
法

の
上
で
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
の
中
で
、
既
に
い
わ
ゆ
る
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
概
念
の
萌
芽
は
成
立
し
て

い
た
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
段
階
で
は
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
用
語
と
そ
の
概
念
が
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
直
ち
に
政
治
学
な
い
し
法
学
の
テ
ク
こ
カ
ル
・
タ
ー
ム
と
し
て
］
人
歩
き
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
そ
の
意
義
は
、

40



限
定
的
に
理
解
し
、
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」

　
国
連
の
条
約
に
お
け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
中
心
に

八間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
例
1
①
二
九
七
三
年
一
一
月
三
〇
日
に
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
、
一
九
七
六
年
七
月
一
八
コ
口
発
効
し
た
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

と
い
う
犯
罪
（
匿
ω
〈
嘆
σ
お
0
7
①
⇒
住
着
〉
℃
費
9
①
圃
畠
”
島
Φ
O
ユ
∋
Φ
o
暁
》
暮
ミ
ミ
ミ
）
の
廃
止
と
処
罰
に
関
す
る
国
際
協
定
」
は
前
文

で
、
第
一
に
、
一
九
四
八
年
一
二
月
一
〇
日
の
第
三
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
、
そ
の
第
一
条
に
記
し
た
「
す

べ
て
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
自
由
で
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
（
酔
Φ
凶
⊆
コ
匹
ひ
q
芭
∩
げ
鋤
コ
自
由
◎
①
二
巳
幻
①
o
耳
①
コ
ひ
q
Φ
σ
o
お
昌
一

σ
o
ヨ
ヰ
①
①
鋤
コ
α
①
ρ
ロ
四
＝
コ
9
ひ
q
三
聖
鋤
コ
α
「
虫
ひ
q
冥
ω
）
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
と
、
第
二
条
に
記
し
た
「
何
人
も
、
人
権
、
皮
膚
の
色

…
…
民
族
（
口
自
暴
〇
墨
一
臼
』
鋤
口
。
コ
巴
）
的
出
身
、
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
∀

言
に
掲
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
文
言
と
を
再
考
し
た
。
第
二
に
、
こ
の
協
定
は
一

九
六
八
年
一
一
月
二
六
日
に
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
一
一
日
に
発
効
し
た
「
戦
争
犯
罪
と
人
海
性
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
V

す
る
犯
罪
に
時
効
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
定
め
た
協
定
」
が
、
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
に
起
因
す
る
非
人
道
的
な
行
為
」
を
「
人
間
性

に
対
す
る
犯
罪
」
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
第
三
に
「
国
連
総
会
が
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
と
そ
の
遂
行
を
人
間
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
｝

対
す
る
犯
罪
と
し
て
非
難
す
る
、
多
数
の
決
議
を
採
択
し
て
き
た
」
こ
と
を
想
起
し
た
。
以
上
の
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
っ
た
後
で
同

国
際
協
定
の
第
一
条
第
一
項
は
以
下
の
よ
う
に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
協
定
の
締
約
国
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
り
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
と
そ
の
遂
行
、
お
よ

　
　
び
そ
れ
に
類
似
す
る
人
種
に
よ
る
隔
離
と
人
種
差
別
（
菊
鋤
ω
ω
窪
耳
①
3
琶
ひ
q
ロ
＆
∪
凶
ω
ζ
凶
∋
一
三
Φ
毎
コ
ひ
q
”
轟
6
凶
巴
ω
①
ひ
q
『
Φ
ひ
q
讐
δ
⇒
鋤
巳

　
　
臼
ω
〇
二
旨
ぎ
讐
一
〇
コ
）
政
策
と
、
そ
の
遂
行
に
起
因
す
る
非
人
道
的
な
行
為
が
、
国
際
法
の
原
則
、
と
り
わ
け
国
連
憲
章
の
目
的
と
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
∀

　
　
則
に
違
反
す
る
犯
罪
で
あ
り
、
国
際
平
和
と
安
全
保
障
に
対
し
て
重
大
な
脅
威
を
構
成
す
る
、
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
例
1
②
二
九
七
八
年
一
一
月
二
七
目
に
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
⊂
Z
国
。
っ
○
○
）
総
会
で
採
択
さ
れ
た
、
「
人
種
と
人
種
的
偏
見

（
鑓
。
一
旦
胃
Φ
冒
臼
。
Φ
）
に
関
す
る
宣
言
」
は
前
文
で
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
六
日
に
採
択
さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
一
月
四
日
に
発
効

し
た
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
を
回
顧
し
た
。
同
憲
章
前
文
は
「
こ
こ
に
終
わ
り
を
告
げ
た
恐
る
べ
き
大
戦
争
は
、
人
間
の
尊
厳
・
平
等
・

相
互
の
尊
重
と
い
う
民
主
主
義
の
原
理
を
否
認
し
、
こ
れ
ら
の
原
理
の
代
わ
り
に
、
無
知
と
偏
見
を
通
じ
て
、
人
間
と
人
種
の
不
平
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

と
い
う
教
義
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
た
戦
争
で
あ
っ
た
」
と
言
明
し
て
い
た
。
続
い
て
「
人
種
と
人
種
的
偏
見
に
関

す
る
宣
言
」
の
第
一
条
第
一
項
と
第
九
条
第
一
項
は
以
下
の
よ
う
に
「
入
間
の
尊
厳
」
を
明
言
し
た
。

　
　
　
第
一
条
（
1
）
す
べ
て
の
人
間
は
単
一
の
種
に
属
し
、
同
一
の
族
の
子
孫
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

　
　
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
り
、
万
人
は
人
類
の
不
可
欠
な
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。

　
　
　
第
九
条
（
1
）
人
種
、
皮
膚
の
色
お
よ
び
出
身
に
か
か
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
と
す
べ
て
の
人
民
が
尊
厳
と
権
利
に
つ
い

　
　
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
原
則
は
、
国
際
法
の
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
つ
承
認
さ
れ
た
原
則
〔
換
言
す
れ
ば
、
強
行
規
範
（
言
ω

　
　
　
　
（
5
0
）

　
　
O
o
α
q
Φ
島
）
〕
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
家
が
行
う
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
は
、
国
際
法
違
反
を
構
成
し
国
際
的
責
任
を
喚
起

　
　
（
5
1
）

　
　
す
る
。

　
例
1
③
　
「
戦
争
犯
罪
と
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
に
時
効
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
定
め
た
協
定
」
は
、
前
文
で
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
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入間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

際
軍
事
裁
判
所
条
例
（
G
り
辞
讐
三
　
o
げ
費
8
ご
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
国
際
法
上
の
原
則
」
を
確
認
し
た
。
続
い
て
、
「
戦
争
犯
罪
と
人

間
性
に
対
す
る
犯
罪
の
告
発
と
処
罰
」
に
関
し
て
、
従
来
定
め
て
き
た
「
厳
粛
な
宣
言
、
文
書
、
協
定
」
の
い
ず
れ
も
が
、
「
時
効
期
間

（
＜
Φ
ユ
讐
≡
口
ひ
Q
駄
「
一
曾
”
簿
℃
Φ
『
一
＆
o
｛
一
一
日
評
讐
δ
巳
に
つ
い
て
、
規
定
し
て
い
な
い
」
こ
と
に
着
目
し
た
。
か
く
し
て
、
こ
の
「
国

際
法
上
溝
も
由
々
し
き
犯
罪
」
に
時
効
を
適
用
し
て
、
万
一
か
か
る
犯
罪
の
犯
罪
者
の
告
発
と
処
罰
を
怠
る
な
ら
ば
、
「
世
界
の
世
論

（
芝
①
詳
α
臣
Φ
ロ
出
隅
9
冨
詳
”
≦
o
「
一
ユ
薯
げ
＝
o
o
嘗
三
8
）
」
は
黙
認
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
法
上
時
効
を
適
用
し
な
い
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

緊
急
の
必
要
事
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
続
い
て
同
協
定
第
一
条
は
要
旨
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

　
　
　
以
下
の
犯
罪
が
遂
行
さ
れ
た
日
時
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
の
犯
罪
に
対
し
て
法
的
な
時
効
（
ぴ
q
①
ω
①
9
＝
o
ゴ
Φ
＜
①
ユ
餌
7

　
　
コ
づ
ひ
q
”
ω
叶
餌
ε
8
q
＝
∋
詳
Q
二
〇
昌
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
　
（
a
）
戦
争
犯
罪
（
細
則
省
略
）

　
　
（
b
）
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
、
…
…
戦
時
に
犯
さ
れ
た
も

　
　
の
で
あ
れ
平
時
に
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
に
起
因
す
る
「
武
装
攻
撃
な
い
し

　
　
占
領
に
よ
る
追
放
と
非
人
間
的
行
為
」
、
お
よ
び
一
九
四
八
年
〔
一
二
月
九
日
〕
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
獄
）
と
い
う
犯
罪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

　
　
防
止
と
処
罰
に
関
す
る
協
定
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
犯
罪
。
但
し
、
当
該
行
為
が
犯
さ
れ
た
国
家
の
国
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

　
　
法
規
違
反
を
構
成
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
当
該
行
為
は
犯
罪
に
属
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
砺
V

　
こ
の
規
定
の
（
b
）
項
を
、
本
稿
の
前
編
に
記
さ
れ
た
、
一
九
四
五
年
と
一
九
四
六
年
の
戦
争
犯
罪
を
定
め
た
三
つ
の
法
規
と
比
較

す
る
な
ら
ば
、
国
際
法
上
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
概
念
と
適
用
範
囲
が
、
一
九
六
八
年
に
こ
の
協
定
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
に
、

い
か
に
拡
大
し
深
化
し
て
き
た
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
）
国
際
軍
事
裁
判
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所
条
例
六
条
（
c
）
号
、
］
九
四
六
年
一
月
九
日
の
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
五
条
。
号
で
は
「
戦
前
ま
た
は
戦
時
中
」
に
犯
さ
れ

た
犯
罪
に
限
定
し
て
い
た
が
、
本
協
定
に
お
い
て
は
「
戦
時
」
と
「
平
時
」
を
間
わ
ず
に
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
が
成
立
す
る
と

し
て
い
る
。
加
え
て
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
、
共
に
人
種
的
偏
見
に
基
づ
い
た
二
つ
の
犯
罪
概
念
が
、
「
人
間
性

に
対
す
る
犯
罪
」
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
協
定
の
（
b
）
項
の
文
言
上
、
更
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
八
間
性
に
対
す

る
犯
罪
」
の
歴
史
的
淵
源
と
し
て
、
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
）
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
に
は
言
及
し
て
い
る
が
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条

例
に
は
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
両
条
例
が
互
い
に
相
反
す
る
内
容
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
∀

し
こ
の
二
つ
の
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
の
取
扱
い
上
の
相
違
の
理
由
は
、
第
｝
に
、
東
京
裁
判
で
は
本
稿
の
前
編
で
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
戦
争
犯
罪
と
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
が
未
分
化
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
第
二
に
、
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
概
念
が
、
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
具
体
的
事
実
に
基
づ
い
て
定
義
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
を
口
実
と
し
て
、
旧

日
本
軍
の
残
虐
行
為
が
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
に
該
当
し
な
か
っ
た
、
と
判
断
す
る
こ
と
は
毛
頭
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
例
1
④
二
九
七
三
年
＝
一
月
二
日
に
国
連
総
会
が
決
議
し
た
、
「
戦
争
犯
罪
と
人
問
性
に
対
す
る
犯
罪
を
犯
し
た
者
の
発
見
、
逮

捕
、
逃
亡
者
引
渡
し
、
お
よ
び
処
罰
に
際
し
て
の
国
際
協
力
の
原
則
」
は
、
「
戦
争
犯
罪
と
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
を
犯
し
た
者
の
告
発

と
処
罰
を
確
実
に
す
る
た
め
に
」
、
国
連
と
し
て
い
く
つ
か
の
「
原
則
」
を
宣
言
し
た
。
第
一
に
こ
の
二
つ
の
犯
罪
は
「
ど
こ
で
犯
さ
れ

た
も
の
で
あ
れ
」
捜
査
の
対
象
と
な
り
、
こ
の
二
つ
の
犯
罪
を
犯
し
た
証
拠
が
あ
る
者
は
「
追
跡
、
逮
捕
、
犯
罪
者
の
引
渡
し
」
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
巴

象
と
な
り
、
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
「
処
罰
」
の
対
象
と
さ
れ
る
。
第
二
に
、
「
す
べ
て
の
国
家
」
が
「
自
国
民
」
を
二
つ
の
犯
罪

の
か
ど
で
「
審
理
す
る
権
限
」
を
有
し
て
い
る
と
明
言
し
て
い
る
。
第
三
に
「
諸
国
家
」
は
、
こ
の
二
つ
の
犯
罪
が
既
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
に
は
「
停
止
」
さ
せ
、
こ
れ
ら
か
ら
行
わ
れ
る
虞
が
あ
る
場
合
に
は
「
阻
止
」
す
る
目
的
で
、
「
双
務
的
、
工
務
的
」
な
「
相
互
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入間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

協
力
」
を
行
い
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
「
必
要
な
国
内
的
、
国
際
的
措
置
」
を
と
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
四
に
、

以
h
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
一
九
六
七
年
一
二
月
一
四
日
の
「
政
治
犯
の
自
国
内
へ
の
庇
護
に
関
す
る
宣
言
」
第
一
条
に
定
め
ら

れ
た
「
庇
護
」
権
、
換
言
す
れ
ば
政
治
的
亡
命
権
を
、
（
1
）
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
換
言
す
れ
ば
侵
略
戦
争
、
八
2
）
「
戦
争
犯
罪
」
お

よ
び
（
3
）
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
い
ず
れ
か
を
犯
し
た
と
み
な
す
「
重
大
な
事
由
（
ω
o
ゴ
≦
発
芽
Φ
ひ
q
Φ
＆
Φ
〇
三
コ
α
Φ
”
ω
巽
δ
⊆
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

お
器
。
コ
ω
）
が
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
、
諸
国
家
は
認
め
な
い
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
諸
国
家
は
上
記
の
「
国
際
的
義
務
」
に
損
失
を

与
え
う
る
「
立
法
」
行
為
な
い
し
「
そ
の
他
の
措
置
」
を
と
ら
ず
、
か
つ
「
国
連
憲
章
の
規
定
」
に
の
っ
と
っ
て
当
該
任
務
を
遂
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
9
）

る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
四
つ
の
国
連
に
お
け
る
国
際
協
定
、
宣
言
、
決
議
さ
れ
た
原
則
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
諸
協
約
は
必
ず
し
も
拘
束
力

を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
実
効
力
に
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
国
連
が
「
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
を
是
正
し
よ
う
と
努
力
し
続
け

て
き
た
こ
と
は
、
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
特
に
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
終
焉
し
て
、
N
・
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

ン
デ
ラ
（
Z
Φ
一
ω
o
コ
ζ
讐
α
Φ
一
癖
氏
が
黒
人
と
し
て
初
の
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
一
九
九
四
年
四
月
末
の
総
選
挙
は
、
我
々
の
記
憶
に
新
し

い
。
こ
の
黒
人
へ
の
権
力
移
譲
も
、
国
際
社
会
の
永
年
に
わ
た
る
南
ア
フ
リ
カ
へ
の
要
請
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

三
、

「
人
間
の
尊
厳
」
と
良
心

　
　
「
良
心
の
神
的
性
格
」
と

「
良
心
の
限
界
性
」
の
両
面
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

筆
者
は
既
に
旧
稿
に
お
い
て
大
西
祝
著
『
良
心
起
源
論
』

に
ふ
れ
、
「
良
心
の
命
ず
る
義
務
」
を
誠
意
を
も
っ
て
行
う
こ
と
こ
そ
が
、
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「
人
間
の
尊
厳
」
に
真
に
奉
仕
す
る
「
自
由
」
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
良
心
を
、

万
一
「
絶
対
視
」
す
る
な
ら
ば
、
錯
誤
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
研
究
の
中

で
後
に
な
っ
て
気
付
い
た
。
そ
れ
故
に
旧
稿
を
補
完
す
る
意
味
で
、
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
な
い
し
「
人
間
の
尊
厳
」
と
良
心
の
関

係
に
つ
い
て
加
筆
し
た
い
と
思
う
。

　
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
ナ
チ
ス
の
戦
争
指
導
者
を
裁
い
た
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
V
国
際
軍
事
裁
判
で
確
立
さ
れ
、

一
九
四
六
年
か
ら
一
九
四
七
年
に
か
け
て
旧
日
本
の
戦
争
指
導
者
を
裁
い
た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
確
認
さ
れ
た
「
人
間
性
に
対
す
る

犯
罪
」
の
原
則
は
、
「
政
府
も
し
く
は
上
官
の
命
令
に
従
っ
て
行
っ
た
の
だ
と
い
う
抗
弁
を
も
っ
て
し
て
も
、
被
告
が
そ
の
責
任
を
免
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

ら
れ
な
い
」
犯
罪
が
あ
る
こ
と
を
、
国
際
法
上
認
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
則
の
本
質
は
、
「
す
べ
て
の
兵
士
、
す
べ
て
の
官

吏
、
す
べ
て
の
人
　
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
、
〔
仏
教
徒
〕
、
回
教
徒
、
異
教
徒
、
無
神
論
者
の
い
ず
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
∀

あ
れ
　
　
が
、
「
い
か
な
る
人
間
関
係
か
ら
生
ず
る
義
務
よ
り
も
高
次
の
』
道
徳
的
義
務
〔
良
心
の
命
ず
る
義
務
〕
を
も
っ
て
い
る
、
と

の
信
念
に
基
づ
い
て
行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
は
、
い
ず
れ
の
ナ
チ
被
告
人
の

〈
宗
教
〉
に
も
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
し
、
被
告
人
が
神
な
い
し
至
高
の
存
在
を
信
じ
て
い
た
か
ど
う
か
に
も
無
関
心
で
あ
っ
た
。
被

告
人
が
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
。
曰
く
、
「
本
法
廷
は
君
の
宗
教
的
も
し
く
は
反
宗
教
的
な
宣
明
に
は
関

心
が
な
い
。
君
は
人
間
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
に
は
君
の
良
心
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
犯
罪
（
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

o
「
巨
Φ
ω
9
・
ぴ
q
p
。
言
ω
け
ゴ
ロ
∋
餌
三
口
《
）
を
犯
せ
と
の
命
令
に
服
す
べ
き
で
は
な
い
、
こ
の
こ
と
を
君
に
告
げ
た
は
ず
で
あ
る
」
と
。

　
こ
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
良
心
の
命
ず
る
義
務
は
絶
対
的
な
権
威
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
「
良
心
は
決
し
て
誤
る
こ
と
が
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
M
・
R
・
コ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
ζ
一
一
け
O
コ
幻
●
｝
〈
O
口
く
詳
N
）
は
指
摘
す
る
。
他
方
、
コ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2＞

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
日
7
0
∋
9
。
ω
〉
ρ
三
轟
ω
）
の
説
を
援
用
し
て
自
説
を
展
開
す
る
。
コ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
理
解
し
た
ト
マ
ス
・
ア
ク

ィ
ナ
ス
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
「
良
心
は
絶
対
的
な
拘
束
力
を
有
し
」
、
「
良
心
に
背
く
行
動
」
は
神
に
対
す
る
「
罪
で
あ
り
、
常
に
悪
で
あ

る
」
。
け
だ
し
、
「
良
心
は
　
　
そ
れ
が
正
し
か
ろ
う
と
も
誤
っ
て
い
よ
う
と
も
　
　
あ
る
行
動
が
神
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
宣
明
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
「
良
心
に
従
わ
な
い
と
決
心
し
」
、
し
た
が
っ

て
「
神
に
従
わ
な
い
と
決
心
す
る
」
時
に
、
人
は
神
に
対
す
る
宗
教
的
「
罪
（
臨
コ
）
を
犯
す
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
異
議
を

唱
え
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
「
誤
っ
た
良
心
の
命
令
」
に
従
っ
た
場
合
に
も
、
「
神
の
命
令
と
信
じ
て
い
た
」
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

を
盾
に
、
宗
教
的
「
罪
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
極
論
し
て
主
張
す
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
宗
教
的
な
絶

対
的
権
威
の
存
在
に
対
す
る
誤
信
を
犯
し
て
い
る
と
筆
者
は
思
う
。

　
む
し
ろ
私
見
に
よ
れ
ば
「
誤
っ
た
良
心
の
命
ず
る
悪
」
を
行
わ
な
い
事
実
こ
そ
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
自
ら
が
行
う
行
為
の

上
で
の
自
己
抑
制
的
節
制
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
責
任
の
範
囲
内
で
の
み
最
小
限
度
の
権
力
を
行
使
し
、
不
可
逆
的
な
死

刑
の
よ
う
な
刑
罰
を
廃
止
す
る
か
、
も
し
く
は
、
廃
止
し
え
な
い
と
し
て
も
著
し
く
限
定
的
に
運
用
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
人
間
は
一
人
で
生
き
て
い
る
訳
で
は
な
く
共
同
体
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
ら
と
異
な
る
見
解
を
持
つ
人
々

の
意
見
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
肝
要
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
国
論
の
専
横
を
防
止
し
、
例
え
ば
自
ら
の
信
じ
る
あ
る
一
つ
の
神
観
以

外
の
異
な
っ
た
価
値
観
に
照
ら
し
て
も
、
果
た
し
て
自
己
の
行
為
が
正
し
い
と
主
張
で
き
る
か
否
か
を
吟
味
す
る
、
こ
の
よ
う
な
義
務

が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
冨
卜
。
町
－
謹
）
の
生
き
て
い
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
と
今
日
の
多
元
的

社
会
の
相
違
は
、
少
数
反
対
意
見
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
他
者
に
対
し
、
強
制
し
て
も
い
い
と
考
え
ら
れ
る
絶
対
的
価
値
が
存
在
し
え

な
く
な
り
、
信
仰
が
個
人
の
私
的
生
活
に
限
定
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
誤
っ
た
良
心
に
従
っ
て
権
力
を
振
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る
っ
て
他
人
の
人
権
を
侵
害
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
生
じ
た
賠
償
の
義
務
を
も
ま
た
、
当
然
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
人
間
は
自
分
の

良
心
が
錯
誤
し
て
い
る
と
い
う
淡
い
可
能
性
を
予
見
な
い
し
看
取
す
る
な
ら
ば
、
行
動
を
停
止
な
い
し
抑
止
す
べ
き
義
務
を
隣
人
に
対

し
て
負
う
て
い
る
。
万
一
、
神
に
対
す
る
罪
（
。
。
ぎ
）
と
い
う
い
わ
ば
主
観
的
抽
象
物
を
盾
に
、
人
間
、
と
り
わ
け
権
力
の
担
い
手
が
、

自
己
の
「
結
果
」
責
任
を
逃
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
の
方
が
、
ど
こ
か
が
、
ず
れ
て
い
る
。
特
に
仮
に
、
「
正
し
か
ろ
う
と
も
誤
っ
て

い
よ
う
と
も
」
良
心
の
み
が
「
神
の
」
（
絶
対
的
）
命
令
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
個
人
の
意
識
の
レ
ベ
ル
で
は
こ
の
論

理
も
許
容
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
公
的
権
力
者
の
言
い
逃
れ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
良
心
の
専
制
に
至
る
虞
が
あ

る
。
け
だ
し
宗
教
ト
の
責
任
は
コ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
埋
解
し
た
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
説
に
従
え
ば
、
神
に
対
す
る
良
心
の
罪
に
起
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

す
る
責
任
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政
治
学
上
の
責
任
は
「
あ
る
行
動
の
（
予
見
し
う
る
）
結
果
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
」
か
ら
で

あ
る
。
逆
ユ
．
口
す
れ
ば
、
罪
刑
法
定
主
義
も
認
め
ら
れ
な
い
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
（
o
ユ
∋
Φ
）
」
は
、
予
見
さ
れ
う
る
あ
ら
ゆ
る
良
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
｝

の
錯
誤
を
想
定
し
て
も
、
良
心
が
誤
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
明
白
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
な
良
心
の
錯
誤
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
こ
そ
、
八
間
の
能
力
を
越
え
る
も
の
を
認
知
す
る
宗
教
の
「
叡
智
」
と
歴
史
を

支
配
す
る
「
神
の
摂
理
」
の
意
義
が
あ
る
。
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
良
心
を
口
実
と
し
て
自
己
の
行
為
を
宗
教
的
に
正
当
化
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
に
先
導
っ
て
、
自
己
の
良
心
さ
え
も
誤
り
う
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
謙
虚
に

認
め
、
自
己
の
認
識
能
力
の
限
界
を
深
く
心
に
と
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
か
か
る
観
点
か
ら
V
・
E
・
フ
ラ
ン
ク
ル
（
＜
節
け
。
「

国
．
閃
類
コ
箆
）
は
、
宗
教
的
な
人
間
は
自
ら
の
良
心
を
絶
対
的
な
も
の
と
考
え
ず
、
そ
の
限
界
を
認
識
す
る
が
、
「
非
宗
教
的
な
人
間
は

良
心
を
究
極
的
な
も
の
と
考
え
、
自
ら
が
そ
れ
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
べ
き
最
終
的
な
審
判
者
と
考
え
て
い
る
」
、
「
し
か
し
な
が
ら
、

・
　
・
　
…
　
。
　
・
　
…
　
。
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
…
　
。
　
・
　
…
　
。
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
・
　
…
　
●
　
．
　
●
　
。
　
．
　
　
　
　
（
6
8
）

良
心
は
責
任
が
そ
れ
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
究
極
的
な
も
の
で
は
な
い
」
。
良
心
は
「
究
極
の
一
つ
手
前
の
も
の
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
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入間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

　
も
と
よ
り
「
責
任
は
良
心
に
根
ざ
し
て
い
る
」
。
こ
の
こ
と
は
誰
も
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
人
間
は
自
ら
の
良
心
に
も
「
良
い
良
心

　
　
　
　
　
　
〔
7
0
）

と
悪
い
良
心
が
あ
る
」
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
を
常
に
持
つ
必
要
が
あ
る
。
か
よ
う
な
訳
で
『
新
約
聖
書
』
の
「
ヘ
ブ
ル
書
」
第

一
〇
章
第
二
二
節
は
「
（
私
た
ち
の
）
心
に
（
主
の
血
を
）
振
り
か
け
ら
れ
て
、
悪
し
き
良
心
（
σ
α
ω
Φ
ω
O
①
書
ω
ω
Φ
コ
）
か
ら
（
清
め
ら
れ
）
」

　
　
　
（
7
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
∀

る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
『
新
約
聖
書
』
の
「
第
一
ペ
テ
品
書
」
第
三
章
第
二
一
節
も
「
明
か
な
良
心
を
神
に
願
い
求
め
」
て
い
る
。
し
か

し
残
念
な
こ
と
に
、
人
間
は
絶
対
的
に
正
し
く
、
明
臼
な
良
心
を
持
ち
え
な
い
か
、
極
め
て
ま
れ
に
し
か
持
た
な
い
。
例
え
ば
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
倫
理
・
神
学
者
B
・
へ
ー
リ
ン
グ
（
じ
d
①
賢
げ
碧
α
＝
警
ぎ
ひ
q
）
も
「
汝
ら
は
汝
ら
が
、
事
実
、
汝
ら
の
良
心
を
〔
公
的
な
カ
ト

リ
ッ
ク
の
教
え
に
矛
盾
し
つ
つ
も
、
な
お
も
〕
正
直
か
つ
誠
実
に
形
作
っ
た
〔
と
主
張
し
う
る
〕
か
ど
う
か
、
当
然
、
自
問
し
な
け
れ

　
　
　
（
7
3
）

ば
な
ら
な
い
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
、
自
称
の
良
い
、
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
「
悪
い
良
心
」
に
対
し
て
警
告
し
て
い
る
。
だ
か
ら
万
一
、

ヒ
ト
ラ
ー
を
始
め
と
す
る
ナ
チ
ス
戦
犯
の
亡
霊
が
成
仏
で
き
ず
に
、
「
我
々
は
自
己
の
良
心
に
従
っ
て
五
九
七
万
八
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を

粛
清
し
た
」
と
公
言
す
る
場
合
に
は
、
「
残
念
な
が
ら
あ
な
た
が
た
の
良
心
は
誤
っ
て
い
る
。
あ
な
た
が
た
は
悪
い
良
心
に
囚
わ
れ
て
い

る
」
と
一
蹴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
争
責
任
や
奴
隷
制
に
お
け
る
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
を
考
え
る
時
に
、
「
良
い

良
心
」
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
避
的
に
第
一
義
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
良
心
の
限
界
を
知
る
と
こ
ろ
に
宗
教
は
始
ま
る
、
と
い

う
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
熟
慮
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
戦
争
犠
牲
者
た
ち
が
語
り
か
け
る
も
の

き
み
み
せ
い
か
い
ほ
と
り
こ
ら
い
は
っ
こ
つ
ひ
と
お
さ
な
し
ん
き
は
ん
え
ん
き
ゆ
う
き
こ
く
て
ん
く
も
あ
め
う
る
お
　
こ
え
し
ゅ
う
し
ゅ
う

君
見
ず
や
青
海
の
頭
　
古
来
白
骨
人
の
収
む
る
無
し
　
新
酒
は
煩
卸
し
旧
鬼
は
笑
す
　
天
陰
り
雨
湿
う
と
き
声
轍
鰍
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表1　第二次世界大戦における戦死者数

軍八 民間人 合計

ドイツ　（1937年1］1∫尭「勾）

外国におけるドイツ八居留地

オーストリア

イタリア

アメリカを除く連合国
ボーランドを除く東欧・南東欧

ポーランド

ソ連

アメリカ

日本

日本を除く東アジア＊

行方不明者（おそらくは戦死
　したとみなされる）

負傷者

戦死者・行方不明者の総計

37600〔〕0

　380000
　170000
　390000
　610000
　680000
　320　000
13　600　000

　229000
ユ　200　000

6　400　000

2060000
1020000

　24000
　166000
　690000
3810000
4200000
6700000

　600000
5400000

5820000
1400000

　194000
　556000
1　300　000

4490000
4520000
20　300　000

　229000
1800000
11　800　00〔〕

3000000
35　000　000

55　409　000

　本表は、S．　H．　Ebeling／W．　Birkenfeld，　Dたム～び5617z漉‘ノレ18／g♂〃z8ピ1油6猷

Bd．4，　Westermann，1982，　S．195．成瀬治・松俊陣雲「全訳iil：界の歴史教科

Il｝＝シリーズ15　西ドイツIVj（1972年版の邦訳）（帝国書院・1982年）161頁

による。（＊表2を参照。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
さ
ぐ
る
ま
の
う
た
　
二
μ
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
甫
「
兵
車
行
」
よ
り

　
数
知
れ
な
い
戦
争
犠
牲
者
の
死
が
持
つ
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

遺
骨
さ
え
も
回
収
さ
れ
ず
海
の
藻
屑
と
な
っ
た
人
々
の
無
念
、
逝

去
の
日
付
を
知
る
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
遺
族
、
の
み
な

ら
ず
、
日
本
の
戦
没
者
の
数
倍
、
十
数
倍
に
も
達
し
う
る
被
侵
略

国
の
戦
争
犠
．
牲
者
と
戦
後
の
餓
死
者
の
遺
志
を
思
う
。
太
平
洋
と

欧
州
大
陸
の
両
者
を
合
わ
せ
た
第
二
次
世
界
大
戦
全
体
で
生
命
を

失
っ
た
者
　
　
一
説
に
は
五
五
四
〇
万
九
千
人
　
　
は
概
数
で
し

か
判
明
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
生
命
を
失
っ
た
と
思
わ
れ
る

行
方
不
明
者
　
　
右
の
概
数
の
う
ち
三
〇
〇
万
人
　
　
の
運
命
は

今
日
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
な
い
（
表
1
、
表
2
、
表
3
お
よ
び
表
4
参

照
）
。　

一
九
七
〇
年
一
二
月
七
H
に
西
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン

ド
（
谷
口
ξ
じ
d
轟
p
鼻
）
首
相
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ワ
ル
シ

ャ
ワ
の
ゲ
ッ
ト
ー
に
建
て
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
犠
牲
者
追
悼
碑
に
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乃
）

花
す
る
に
際
し
て
、
「
自
発
的
に
」
た
だ
無
言
で
ひ
ざ
ま
ず
い
た
。
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入間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

表2　東アジアにおける第二次世界大戦の戦死者数

軍人・ゲリラ 民間人 三
両
合

中華人民共和国
インドネシア（きわめて不正確）

フィリピン
朝鮮半島（きわめて少なめ）

ビルマ（きわめて不正確）

中華民国
シンガポール（虐殺）

インド（ほとんど餓死）

インドシナ（餓．死）

3000000

50000

30000

1⑪　0⑪0　⑪00LユL

　2000000
1000000以．．1＝

　　200　000

　　　50000
　民間人不明

　5000以．L
3　500　000£⊥一｝＝

2000000エユ．ヒ

13　⑪00　000Lユ．ヒ

　2000000
1⑪50000以上

　　200000
　　　50000
　　　30000
　5000工二⊥」＝

3500000以ヒ
2000000以一ヒ

日本 1850000 650000 2500000
　本日は、戦争犠牲者を心に刻む会編『アジアの声：侵略戦争への告発』（東方出版・1986

年）5頁。歴史学研究会編「歴史家はなぜ“侵略ワにこだわるか」より出典。〔但し、「告

発」という同書の表題は「天に代わりて不義を誘つ」という色彩があって、100％信用で

きない。人間は天に代わることはできないからである。〕なお、インドシナ（現ヴェトナム）

における餓死について、1945．年ヴェトナム民．i…．共和国独立宣：言は「去年（1944年）のおわ

りから今年（1945年）のはじめにかけて、クアン・チから北ヴェトナムにかけて、200万を

こえるわれわれの同胞が飢え死にした」と記している。（高木・末延・宮沢編r八権宣言集』

（岩波文庫・1957年）347頁（稲∫・恒夫）。鮎京1il訓著「ベトナム憲法史」G1本評論社・1993

∠自「）　176∫〔。）

表3　2つの世界大戦における戦死者数

第一・次1堺大戦 第二次世界大戦

民間人

軍　人 民間人 軍　入 爆撃による 大量殺裂 東側よりの

ゲリラ戦 逃亡ないし

による 旧領はリ

の追放によ

ドイツ 1800000 3160000 430000 12200｛｝0

在外ドイツ入 一 430⑪00 一
1（12000〔1

オーストリア 120⑪000 380000 100000

ロシア／ソ連 2000000 136000⑪0 一
7｛〕OO　OO｛｝

フランス 1400000 340⑪00 ｝
4700｛｝0

英国 9〔〕0000 326000 62⑪00

イタリア 50⑪OOO 330000
一

ポーランド
一 3200⑪0 一

4200000

ユーゴスラビア 一
3｛10｛｝00

一
140｛loO｛｝

アメリカ 10（1000 259000
一

日　本
一

1200000 600000

世界 1000000⑪ 500000
総　数

T500⑪0⑪0 などによるもの

内、空襲、大量殺教、ゲリラ戦、追放

@　　　　　　2（1－30｛｝0（loOO
〕

　本表は、Friedrich　Lucas，ル1‘・η∫‘・ノ’｛・〃’η〃～1w　Zl・〃，4（【n　unserer　Zeit），Ernst　Klett，2．　AufL，1988，　S，

126．．127．による。
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表4　欧州におけるユダヤ人大量殺識数

一E1 名 1939年9月の
ユダヤ八数

ナチス・ドイツ

　によって
全教された数

その比率

ポーランド
ソ」里（ドイツ占偉｛土也）

ルーマニア

ハンガリー

チェコスロヴァキア

フフンス
ドイツ

リトアニア

オランダ

ラトヴィア

ベルギー

ギリシャ

ユーゴスラヴィア
オーヌ．トリア

イタリア

ブルガリア

その他（デンマーク、エストニ

ア、ルクセンブルク、ノルウ

ェー A自由都市ダンツィヒ）

330〔｝000

2100000
　850000
　404　000

　315000
　300　00〔〕

　210000
　150000
　150000

　95000
　90000
　75000
　75000
　60000
　57000
　50000

20000

2800000
1500000

　425000
　200000
　260000

　90000
　170　000

　135000

　90000
　85000
　40000
　60000
　55000
　40000
　15000
　　7000

6000

85．0％

71．4

50．0

49．5

82．5

30．0

81，0

9〔〕．0

60．0

89．5

44．4

80．0

73．3

66．6

26．3

14．0

30，0

総　　計 8　3〔〕l　OOO 5978000 72，0

　本、馨i二はEbeliIlg〆Birkerlfeld，　ρ～ρ　尺〔容〔’〆〃　‘～～‘．，　Uワgr～〃μ・〃1～（・～’，　Bd．4，

Wセstermalln，1982，　S．168．所収のR．　Schnabel：Macht　ohne　M（）ral．

Eine　Dokumentation　Uber　die　SS．　Frankfurt　am　Mai111957，　S，513．

による。

　なお、4誉世界にいるユダヤ入総数は、この殺戦の結果として、1939年の

16，724，000から1986frの12，967，900へと減少し、戦後5〔〕押後の今日でも、

殺参父以前の入目まで同復していないのである。（「臨時増FilAERA：よみが
えるヨーロ・ソバ：東：1炊崩土裏と1比界。llイ9』（朝II肇斤「塀社・1990年21110H㌧∫・＞

46頁（守　誠）、参照。）

　以L表を掲載してきたが、表2の数値は、かような意II未で検1｝IEされたものではない。つ

まり、いずれも推定1直にすぎず、「その結果として、谷国の八目構成に今なお具体的な欠損

が存在する」という類いの検証作業を通じて、証明されていないからである。

　また表2は、田55年体制ドで、親米・自民に対する、親ソ・社会というイデオロギー論
争を展開した一方の’ll賢者のi張と推定されるので、政治的中・7二’ド1三の観点からその信1甚を性

はlllllり引いて孝えるべきであろう。しかし、従来の保守体制では受け入れられなかった、

別の視座を提示しているので、兄解の多様性にとってはプラスと思い、敢えて掲載した。

f日、し、政策論争11体の冷戦後の今日においても、例えば、日本の原∫・ノJの馳ド和利用には反

対するが、旧ソ連の原∫・力潜水艦からの核たれ流しを放置するといった矛盾した・ 二場を取

るならば、表2の数植が、どれだけ信頼度を獲得で’きるかは、疑問である。
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

プ
ラ
ン
ト
は
後
に
、
「
言
葉
が
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
と
き
、
人
間
が
す
る
こ
と
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
一
九
八
八
年
五
月
五
日
に
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
講
演
し
た
土
井
た
か
子
社
会
党
委
員
長
は
、
「
日
本
人
と
ソ
連
の
人
々
の
真
の
和
解
」
の

た
め
に
「
日
本
人
捕
虜
の
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
」
問
題
に
言
及
し
た
。
〔
土
井
委
員
長
に
よ
れ
ば
〕
日
本
の
「
侵
略
戦
争
」
の
故
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
一
箇
月
足
ら
ず
の
戦
闘
で
生
じ
た
約
六
〇
万
人
の
日
本
兵
捕
虜
が
戦
争
集
結
後
長
い
場
合
に
は
四
年
置
抑
留
さ
れ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

説
明
、
紹
介
し
、
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
長
期
抑
留
や
過
酷
な
取
扱
い
が
生
じ
た
の
か
、
い
ま
な
お
日
本
人
は
知
り
た
が
っ
て
い
ま
す
」
と

付
言
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
一
九
九
一
年
四
月
一
五
日
に
ソ
連
の
ミ
ヒ
ァ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（
ζ
一
〇
げ
帥
＝
∩
｝
O
「
σ
渇
け
ω
O
ゴ
O
♂
＜
）

大
統
領
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
の
日
本
人
墓
地
に
献
花
し
、
黙
礼
し
た
。
「
ソ
連
首
脳
が
こ
う
し
た
記
念
碑
を
公
式
に
訪
れ
た
の
は
異
例

　
（
7
8
）

の
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

　
真
の
国
民
的
和
解
の
た
め
に
は
、
戦
争
犠
牲
者
た
ち
の
無
言
の
語
り
か
け
（
導
く
。
凶
∩
巴
∩
q
）
に
答
え
る
た
め
に
も
、
一
九
七
二
年

九
月
の
日
中
国
交
正
常
化
に
際
し
て
周
恩
来
中
国
首
相
が
田
中
角
栄
首
相
に
北
京
で
語
っ
た
よ
う
に
、
「
前
事
を
忘
れ
ず
、
後
事
の
師
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

す
る
（
前
事
不
忘
　
後
事
之
師
）
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
現
在
に
も
盲
目
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
麹

な
り
ま
す
。
非
人
間
的
な
行
為
を
心
に
刻
も
う
と
し
な
い
者
は
、
ま
た
そ
う
し
た
危
険
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
」
と
い
う
、
静
誼
な
省

察
が
我
々
一
人
一
人
に
と
っ
て
必
要
な
の
で
あ
る
。
泰
緬
鉄
道
を
扱
っ
た
映
画
『
戦
場
に
か
け
る
橋
』
の
舞
台
、
ク
ワ
イ
川
に
近
い
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

争
資
料
館
の
入
り
口
に
は
「
許
そ
う
、
し
か
し
忘
れ
ま
い
（
岡
○
即
臼
く
国
O
d
⊂
↓
Z
O
↓
閏
O
即
○
国
↓
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
か
よ
う
に
し
て
魂
の
浄
化
を
求
め
る
時
、
戦
争
の
傷
跡
が
癒
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
ら
は
「
除
く
あ
た
わ
ざ
る
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

を
摘
発
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
村
鑑
三
の
晩
年
の
言
葉
を
心
の
片
隅
に
置
い
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
う
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ

た
「
罪
」
は
、
政
治
的
・
法
的
犯
罪
　
　
人
間
に
対
す
る
犯
罪
（
〇
二
∋
Φ
蝉
ひ
q
巴
塁
け
日
磐
）
　
　
で
は
な
く
、
倫
理
的
・
宗
教
的
罪
悪
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感
神
に
対
す
る
罪
（
ω
圃
コ
四
ひ
q
垂
耳
叶
O
a
）
　
で
あ
籏
・
両
者
の
関
連
性
は
究
極
的
に
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
・

　
本
稿
の
主
題
に
直
接
に
関
連
す
る
問
題
を
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
二
日
に
訪
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
ア
ト
リ
ッ
ク
ス
（
じ
u
Φ
讐
ユ
×
）

女
王
陛
下
は
、
宮
中
晩
餐
会
で
要
旨
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
た
。

　
　
　
不
幸
な
こ
と
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
出
来
事
に
よ
り
、
両
国
民
の
間
に
深
い
溝
が
生
じ
ま
し
た
。
数
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
国
民
が

　
　
戦
争
の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
軍
隊
の
一
員
と
し
て
巻
き
込
ま
れ
た
者
も
い
ま
し
た
が
、
十
万
人
以
上
の
民
間
人
も
ま
た
、
何
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

　
　
も
の
間
、
抑
留
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
の
＝
早
で
す
。
多
数
の
我
が
国
の
同
胞
が
戦

　
　
争
で
命
を
失
い
ま
し
た
。
帰
国
で
き
た
者
に
と
っ
て
も
、
そ
の
経
験
は
生
涯
、
傷
跡
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

　
　
た
と
え
時
は
過
ぎ
て
も
、
今
な
お
痛
み
や
苦
し
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

　
日
本
は
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
（
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を
占
領
し
、
約
一
四
万
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を
抑
留
し
、
強
制
労
働
に
従
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

さ
せ
、
そ
の
う
ち
約
一
万
八
千
人
置
死
亡
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
苦
い
体
験
を
真
摯
な
目
で
認
識
す
る
こ
と
こ
そ
、
憤
り
や
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

み
に
満
ち
た
気
持
ち
を
克
服
す
る
一
助
に
な
る
は
ず
で
す
」
と
い
う
の
が
、
ベ
ア
ト
リ
ッ
ク
ス
女
王
陛
下
の
真
意
で
あ
っ
た
。

　
幾
多
の
人
々
の
貴
い
犠
牲
の
上
に
戦
後
の
政
治
は
始
ま
っ
た
。
「
人
々
が
東
西
南
北
に
散
在
す
る
軍
人
た
ち
の
墓
地
を
思
う
と
き
、
今

日
、
多
数
の
人
々
は
『
軍
人
た
ち
は
無
駄
死
に
し
た
の
か
』
と
い
う
苦
悩
を
思
い
め
ぐ
ら
し
、
悲
嘆
を
味
わ
う
」
。
あ
ま
た
の
民
間
入
、

無
享
の
諸
国
民
の
犠
牲
者
た
ち
、
餓
死
し
た
者
、
強
制
労
働
に
よ
っ
て
酷
使
さ
れ
て
生
命
を
失
っ
た
者
　
　
こ
う
い
つ
た
「
死
者
た
ち

は
黙
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
一
九
四
五
年
一
一
月
二
五
日
に
当
時
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
・
バ
ー
ゲ
ン
州
文
化
相
で
あ
っ
た
テ
オ

ド
ー
ル
・
ホ
イ
ス
（
↓
冨
。
α
霞
＝
2
ω
ω
一
着
の
連
邦
大
統
領
　
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
九
年
在
職
）
は
問
い
か
け
る
。
「
死
者
た
ち

は
黙
し
て
語
ら
な
い
」
。
し
か
し
「
死
者
の
声
は
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
者
を
探
し
求
め
て
い
る
」
。
第
一
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
圧
政
に
抵
抗
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し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
入
々
は
、
諸
外
国
の
人
々
に
対
し
て
、
「
も
う
一
つ
の
別
の
〔
真
の
〕
ド
イ
ツ
〔
人
が
こ
の
〕
国
〔
に
い
た
こ
と
〕

が
〔
彼
ら
の
〕
痛
ま
し
い
〔
犠
牲
の
〕
死
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
」
を
切
に
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
「
死
者
の
声
は

我
々
〔
ド
イ
ツ
人
自
身
〕
に
も
語
り
か
け
る
」
。
曰
く
「
犠
牲
者
た
ち
は
忘
れ
去
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
。
「
あ
る
〔
た
っ
た
〕
一

人
の
人
間
〔
ー
ヒ
ト
ラ
i
　
　
〕
の
犯
罪
的
な
意
志
と
狂
気
と
の
命
令
に
よ
っ
て
死
に
至
ら
し
め
ら
れ
た
場
合
に
、
か
よ
う
な
人
々

は
そ
も
そ
も
歴
史
的
に
無
意
味
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
。
そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
「
我
々
は
恐
怖
に
お
び
え
、
虐
げ

ら
れ
、
屈
辱
感
に
さ
い
な
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
史
上
、
最
も
暗
く
汚
れ
た
時
代
を
無
力
に
も
生
き
て
き
た
と
告
白
せ
ざ
る
を
え

な
い
」
。
そ
れ
で
も
な
お
、
「
〔
二
度
と
か
か
る
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
〕
我
々
自
身
と
我
々
国
民
の
名
前
を
再
び
〔
宗
教
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

瞭
罪
に
よ
っ
て
〕
浄
化
（
「
巴
三
ぴ
q
窪
）
す
る
こ
と
を
、
我
々
は
自
ら
の
義
務
と
感
じ
る
の
で
あ
る
」
と
T
・
ホ
イ
ス
は
述
べ
た
。

入間の尊厳と人間性に対する犯罪（2＞

お
わ
り
に

　
本
稿
の
第
一
節
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
一
八
六
五
年
に
奴
隷
解
放
を
規
定
し
た
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
＝
二
条
の
確
定
に

至
る
経
緯
の
中
で
表
明
さ
れ
た
、
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
主
張
に
着
目
し
た
。
第
二
節
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
連
の

手
に
よ
る
、
「
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
概
念
の
国
際
法
上
の
確
定
作
業
と
確
定
さ
れ
た
内
容
に
触
れ
た
。
第
三
節
は
、
「
人
間

性
に
対
す
る
犯
罪
」
は
良
心
が
誤
る
可
能
性
が
な
い
ほ
ど
明
白
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
。
最
後
に
第
四
節
で
は
、

「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
を
教
訓
と
し
て
、
戦
争
犠
牲
者
の
無
言
の
語
り
か
け
に
答
え
る
べ
き
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　
以
上
の
論
考
の
中
で
解
明
で
き
な
か
っ
た
現
実
上
の
諸
問
題
と
し
て
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
（
一
）
国
連
の
「
戦
争
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犯
罪
と
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
に
時
効
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
定
め
た
協
定
」
第
一
条
（
b
）
項
が
、
「
平
時
」
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
も

処
罰
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
、
戦
時
で
は
な
く
、
平
時
に
遂
行
さ
れ
た
ポ
ル
・
ポ
ト
派
（
接
げ
∋
Φ
『
閑
。
⊆
ゆ
q
Φ
）
の
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
が
、
い
か
な
る
理
由
で
末
だ
に
遇
せ
ら
れ
な
い
の
か
。
法
的
に
い
か
な
る
誰
弁
が
成
り
蹴
つ
に
せ
よ
、
政
治
的
に
責
任
は
逃

れ
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
（
二
）
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
略
し
た
S
・
フ
セ
イ
ン
（
ω
情
工
四
∋
＝
奉
ω
①
ぎ
）
は
、
同
時
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
民

に
対
し
て
犯
し
た
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
か
ど
で
な
ぜ
審
か
れ
な
い
の
か
。
（
三
）
旧
日
本
軍
の
従
軍
慰
安
婦
に
対
す
る
処
遇

は
、
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
と
い
う
罪
刑
法
定
主
義
や
時
効
が
認
め
ら
れ
な
い
戦
争
犯
罪
に
相
当
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
匡
渕
。

　
だ
が
、
こ
う
い
つ
た
個
人
の
主
観
に
と
っ
て
余
り
に
鮮
明
す
ぎ
る
問
題
を
直
ち
に
扱
う
こ
と
は
、
学
問
上
、
中
立
的
立
場
に
立
つ
こ

と
を
要
請
さ
れ
る
学
術
論
文
に
は
な
じ
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
新
約
聖
書
』
の
「
テ
モ
テ
前
書
」
第
五
章
第
二
四
節
は
、
か
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
犯
罪
行
為
の
解
明
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い

現
実
を
「
軋
る
人
の
罪
（
u
・
邑
は
明
臼
に
し
て
直
ち
に
潔
き
を
受
け
・
他
の
人
の
罪
は
後
に
な
・
て
判
明
t
翠
と
描
写
し
て
い
る
・

こ
れ
は
人
類
に
と
っ
て
千
数
百
年
も
昔
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
「
矛
盾
」
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
罪
悪
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
9
2
）

「
後
に
な
っ
て
」
、
個
人
の
主
観
に
と
っ
て
も
客
観
視
で
き
る
だ
け
期
間
が
過
ぎ
た
時
に
（
始
め
て
V
（
必
ず
や
）
「
判
明
す
る
」
も
の
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
か
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
一
七
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
詩
人
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ガ
ウ
（
閃
ユ
Φ
α
ユ
∩
げ
く
。
コ
け
。
ツ
q
鋤
⊆
）

は
、
「
応
報
」
と
題
す
る
以
下
の
よ
う
な
短
い
詩
を
遺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
神
の
水
車
は
め
ぐ
る
こ
と
ゆ
る
や
か
な
り
、
さ
れ
ど
も
挽
く
こ
と
精
巧
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
9
3
）

　
　
神
は
忍
耐
を
も
っ
て
た
た
ず
み
待
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
確
実
に
す
べ
て
を
こ
な
す
。
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

注（
1
）
　
本
稿
の
前
編
と
は
「
人
間
の
尊
厳
と
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
（
1
）
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
3
5
号
』
（
一
九
瓦
一
年
）
一
八
兀
－
二
二
四
頁
の
こ
と

　
　
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
編
の
目
次
は
左
記
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
一
、
戦
争
犯
罪
と
し
て
の
「
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」

　
　
　
　
　
（
A
）
戦
争
犯
罪
に
占
め
る
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
領
域

　
　
　
　
　
（
B
）
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
お
け
る
R
・
B
・
バ
ル
判
事
（
イ
ン
ド
代
表
）
の
少
数
意
兄
か
ら

　
　
　
　
　
（
C
）
「
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
内
容

　
　
　
　
　
（
D
）
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
ド
イ
ツ
国
内
法
へ
の
適
用

（
2
）
　
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
他
の
邦
訳
例
の
掲
載
文
献
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
）
前
掲
論
文
一
二
九
頁
、
注
（
1
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し

（
3
）
　
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
（
臼
由
国
民
社
二
九
几
一
年
版
）
六
六
頁
。
川
田
侃
・
大
畠
英
樹
編
『
国
際
政
治
経
済
辞
典
」
（
東
京
書
籍
．
一
兀
九

　
　
三
年
）
二
八
二
一
二
八
三
頁
（
宮
崎
　
繁
樹
）
。
＝
Φ
「
コ
茜
コ
巳
≦
①
コ
ぬ
ρ
彰
彰
嵩
晦
§
恥
ら
ミ
ミ
討
寒
鴇
瀞
§
零
細
黒
き
い
＆
勘
b
ミ
ト
ミ
職
ミ
硫
忘
§
軸
§
職
b
§
騎
簿
§

　
　
忽
ミ
ら
ミ
し
㊤
。
。
。
。
Ψ
凸
■
〉
二
誇
」
Q
り
．
謡
響
卜
。
し
。
刈
．

（
4
）
　
「
人
種
的
偏
見
」
と
い
う
点
に
関
し
て
÷
肖
う
な
ら
ば
、
一
九
〇
六
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
日
系
移
民
（
日
本
国
籍
を
離
脱
し
て
ア
メ
ー
ー
カ
国
籍
を

　
　
取
得
し
な
い
非
帰
化
入
）
の
公
民
権
を
認
め
ず
、
不
動
産
や
株
券
の
所
有
も
認
め
な
い
「
新
帰
化
法
」
を
制
定
し
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
差

　
　
別
」
は
、
宰
馬
の
ご
と
く
黙
々
と
働
く
日
本
入
の
並
外
れ
た
勤
勉
性
に
対
す
る
「
偏
見
」
に
よ
っ
て
、
黄
色
人
種
で
あ
る
日
本
人
に
対
し
て
向
け
ら
れ

　
　
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
日
本
は
一
月
「
九
年
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
国
際
連
盟
規
約
に
「
人
種
平
等
」
豆
義
条
項
を
加

　
　
え
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
だ
が
、
米
、
英
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
．
ル
ー
マ
ニ
ア
の
賛
同
を
得
ら
れ
ず
、
こ
の
条
項
は
成
書
し
な
か
っ
た
。
（
幣

　
　
原
平
和
財
団
『
幣
原
喜
重
郎
』
（
国
立
国
会
図
書
館
内
幣
原
平
和
財
団
二
九
五
五
年
）
一
四
一
1
】
四
二
頁
。
宮
原
安
春
『
誇
り
て
在
り
』
（
講
談
社
．

　
　
一
九
八
八
年
）
八
三
一
八
五
頁
。
）

　
　
　
国
際
連
盟
結
成
時
の
こ
の
出
来
事
に
着
目
し
て
．
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
お
い
て
イ
ン
ド
代
表
の
パ
ル
（
甲
山
σ
冨
σ
ヨ
。
ユ
じ
ロ
．
℃
巴
）
判
事
は
、
少
な

　
　
く
と
も
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
「
人
道
の
観
念
の
絶
え
ざ
る
拡
大
（
獣
心
Φ
三
＝
ひ
q
ω
Φ
コ
。
。
Φ
o
噛
げ
＝
ヨ
動
コ
潔
覧
」
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。

　
　
続
い
て
、
「
依
然
と
し
て
一
国
［
一
大
英
帝
国
1
］
に
よ
る
他
国
の
支
配
が
存
続
し
、
諸
国
家
の
隷
属
が
依
然
と
し
て
指
弾
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
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広
く
行
わ
れ
、
か
つ
い
わ
ゆ
る
国
際
法
上
の
社
会
は
か
よ
う
な
一
国
の
支
配
を
、
単
に
支
配
国
家
の
国
内
問
題
で
あ
る
と
み
な
し
続
け
て
い
る
と
い
う

　
　
事
実
を
加
え
る
な
ら
ば
、
か
よ
う
な
社
会
が
、
入
道
（
ピ
∋
蝉
三
¢
）
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
た
と
え
、
う
わ
べ
に
だ
け
で
も
．
n
う
こ
と
が
、

　
　
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
本
官
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と
疑
問
を
呈
し
た
。
（
ぎ
8
「
コ
国
二
〇
コ
巴
ζ
嗣
耳
鋤
「
賓
目
ユ
9
⇒
巴
噛
。
「
壁
。
閃
費
国
国
ω
戸
ミ
措
ミ
§
、
9

　
　
ミ
偽
き
ミ
、
ミ
笥
ミ
津
§
、
の
ミ
鴨
（
鳶
暮
謙
暮
§
ミ
勤
）
壽
、
ミ
§
尋
ミ
卦
へ
§
」
ミ
ミ
織
も
い
ω
①
　
朝
日
新
聞
社
法
廷
記
者
団
『
東
京
裁
判
』
（
東
京
裁
判
削

　
　
行
会
・
↓
九
六
二
年
）
下
、
四
〇
八
頁
。
東
京
裁
判
研
究
会
編
『
パ
ル
判
決
書
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
八
四
年
）
上
、
三
七
二
頁
。
）

　
　
　
当
時
の
か
よ
う
な
情
勢
を
鑑
み
て
、
内
村
鑑
三
は
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
六
月
に
「
人
た
る
の
価
値
と
尊
厳
」
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
以
下

　
　
の
よ
う
に
言
及
し
た
。

　
　
　
　
　
人
は
八
で
あ
る
。
彼
は
臼
人
で
な
い
、
ま
た
黒
人
で
な
い
、
彼
は
黄
色
八
種
で
な
い
、
ま
た
銅
色
人
種
で
な
い
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
な
い
、

　
　
　
　
ま
た
ア
フ
リ
カ
人
で
な
い
、
日
本
入
で
な
い
、
ま
た
米
国
人
で
な
い
。
我
は
日
本
入
で
あ
っ
て
彼
は
外
国
人
で
あ
る
と
葺
．
口
っ
て
彼
を
弟
平
す
る
者

　
　
　
　
は
、
我
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
八
で
あ
っ
て
彼
は
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
彼
の
排
斥
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
人
は
入
で
あ
っ
て
神
の
子
で
あ
る
。

　
　
　
　
皮
膚
の
ド
に
、
国
籍
の
上
に
、
八
た
る
の
価
値
と
尊
厳
を
認
め
ず
し
て
、
入
類
を
友
と
し
て
阯
界
に
拡
が
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
『
内
村
鑑
三
全

　
　
　
　
集
』
第
二
〇
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
二
年
目
八
頁
。
鈴
木
俊
郎
編
『
内
村
鑑
三
所
感
集
』
（
岩
波
文
庫
．
一
九
七
三
年
目
三
六
四
頁
。
）

（
5
）
　
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
1
）
～
（
1
1
）
」
は
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
3
号
1
3
3
号
』
（
一
九
八
七
－
一
九
九
一
年
）
に
連

　
　
作
で
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
筆
者
は
「
入
間
の
尊
厳
と
基
本
価
値
論
争
」
『
同
研
究
3
4
号
』
二
九
兀
一
年
）
に
お
い
て
一
九
七
〇
年
代
西
ド
イ
ツ
に
お
け

　
　
る
論
究
も
行
っ
て
い
る
。

（
6
∀
　
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
6
）
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
8
号
』
（
一
九
八
九
年
）
二
六
五
一
二
六
六
頁
。

（
7
）
　
清
水
望
『
国
家
と
宗
教
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
瓦
一
年
）
六
＝
1
六
一
四
頁
。

（
8
）
ζ
自
。
「
∩
①
＝
）
。
「
督
ざ
け
「
騨
コ
。
・
；
》
6
巴
。
。
ζ
書
艮
鴛
《
－
．
、
富
。
ρ
二
①
ω
由
震
Φ
窪
ω
ω
・
三
孝
－
き
ω
）
高
義
。
，
a
o
け
2
Φ
・
・
〉
旦
・
，
号
ω
z
。
房
睾
α

　
　
夢
Φ
〉
σ
o
＝
鉱
3
0
｛
Q
∩
訂
〈
①
憂
．
．
－
国
臼
芯
9
「
〉
「
什
グ
き
、
ミ
ミ
ミ
職
ミ
身
受
ミ
硫
㌔
ミ
累
ミ
駐
鴇
㌧
ミ
飛
驚
の
℃
ぎ
§
勲
＞
a
ω
弘
㊤
。
。
㊤
も
・
刈
O
・

（
9
）
　
な
お
、
リ
ン
カ
ー
ン
が
選
挙
地
盤
で
あ
る
イ
リ
ノ
イ
州
の
州
都
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ω
℃
「
ヨ
ぬ
コ
巴
e
を
離
れ
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
実
際

　
　
に
下
院
に
お
け
る
議
会
活
動
に
従
事
し
た
の
は
、
「
一
八
四
ヒ
年
一
二
月
か
ら
一
八
四
九
年
三
月
ま
で
」
で
あ
る
。
（
力
。
｝
、
℃
■
じ
。
霧
一
①
「
（
①
α
し
ー
ミ
ミ

　
　
G
ミ
象
、
ミ
一
き
誌
硫
ミ
》
ぴ
ミ
ぎ
§
鳶
ミ
〕
8
ミ
閃
＝
鼠
Φ
窮
q
「
．
レ
一
誤
ω
も
O
』
O
①
凸
お
肩
口
㊤
切
し
。
も
P
一
－
ω
㊤
．
∪
8
国
．
ぽ
耳
Φ
コ
び
碧
冨
ぴ
謡
ぴ
ミ
ぎ
ミ

　
　
鳶
ミ
ミ
嵩
旨
憩
石
州
翁
§
織
甲
…
、
き
題
N
Q
。
Q
吋
く
○
。
軌
⑳
↓
げ
Φ
＝
げ
惹
「
冤
。
噛
〉
∋
o
ユ
o
P
お
。
。
¢
も
℃
．
。
。
凸
－
。
。
幽
N
（
O
耳
。
＝
β
二
〇
撃
、
）
．
h
［
同
義
八
尺
．
斉
藤
光
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人間の尊厳と入間性に対する犯罪（2）

　
　
『
リ
ン
カ
ー
ン
演
説
集
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
五
七
年
）
二
〇
頁
。
）

（
m
∀
　
O
o
り
σ
O
「
コ
＝
．
〇
一
色
「
o
冤
9
罫
尋
硫
鳥
＼
卜
篤
嵩
ら
q
、
斧
○
■
国
．
○
置
「
O
《
鼻
一
c
o
㊤
9
P
躯
ド

（
U
∀
　
閃
■
Z
．
↓
げ
。
門
島
ρ
§
鰹
隷
織
鴨
ミ
、
黛
謡
犠
⑦
ミ
尉
G
o
ミ
累
疑
黛
蹴
q
謡
勧
6
q
ご
嵩
脊
、
6
評
織
ミ
Q
麸
’
轟
謡
織
◎
、
譜
Q
、
○
§
謡
母
ト
織
ミ
動
ミ
ミ
鳴
⑦
ミ
誉
噌
寒
、
誌
ミ
識
鴨
勲

　
　
勘
嵩
概
6
◎
ご
ミ
筑
象
謡
O
ミ
O
、
評
鰹
鳶
、
魯
二
世
鳩
§
帖
§
晦
、
、
罷
q
．
聖
目
こ
O
o
＜
①
「
コ
ヨ
①
コ
け
℃
ユ
コ
＝
＝
励
q
O
寵
8
ρ
一
㊤
O
ρ
く
9
．
抽
P
ω
．

（
1
2
）
　
〇
一
α
「
o
＜
阜
。
℃
．
o
F
（
き
8
一
〇
γ
P
一
9
な
お
、
リ
ン
カ
ー
ン
は
、
当
初
、
奴
隷
制
拡
大
反
対
の
み
を
・
王
張
し
、
決
し
て
奴
隷
制
廃
止
論
者
で
は
な
か

　
　
つ
た
。
一
八
五
四
年
一
〇
月
四
日
以
降
、
リ
ン
カ
ー
ン
は
奴
隷
制
を
公
に
批
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
9
霞
ユ
＝
o
け
8
毎
Φ
さ
　
ぎ
Q
ト
ミ
§
鍔
§

　
　
ぎ
ミ
隠
ミ
『
ミ
織
ミ
§
§
織
憲
笥
ミ
§
ミ
ぎ
ミ
貸
譜
㌧
貸
一
葦
8
＜
ぎ
丁
目
跡
q
①
じ
d
o
o
ズ
Φ
ユ
：
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
i
著
、
田
口
富
久
治
・
泉

　
　
昌
一
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
伝
統
1
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
二
年
）
一
二
九
－
一
些
1
1
（
一
．
五
六
∀
頁
。

（
B
）
　
一
≦
m
「
冨
コ
∪
9
一
ユ
ω
，
＼
』
9
ρ
一
ゴ
Φ
ω
白
．
｝
）
「
o
響
け
げ
「
ρ
§
鳴
ぎ
鳶
職
ら
¢
息
＼
》
、
嵩
Q
謡
鰐
昌
昌
」
）
Q
ミ
S
ら
ミ
亀
℃
切
什
げ
Φ
伍
こ
℃
噌
Φ
コ
鉱
O
Φ
1
＝
p
o
拝
一
㊤
刈
y
℃
■
ω
卜
○
．

（
1
4
）
　
』
0
7
ゴ
＝
o
℃
Φ
「
「
四
づ
評
＝
戸
．
．
Q
∩
す
く
Φ
「
一
国
コ
α
辞
げ
o
O
o
コ
Q
口
鉱
辞
β
口
。
コ
、
、
鴇
①
α
．
σ
《
ピ
．
芝
．
ぴ
Φ
く
《
＼
訳
．
［
区
四
「
o
D
辞
＼
∪
．
』
」
≦
餌
げ
。
コ
①
ざ
肉
謡
G
・
ミ
愚
鴨
島
封
ミ
、
ミ
鴨

　
　
》
ミ
Q
謎
ξ
勘
遷
6
へ
）
謡
も
う
職
、
陵
識
。
ミ
矯
ζ
国
6
ヨ
圃
＝
四
つ
℃
二
げ
＝
o
り
三
コ
ひ
q
O
o
こ
一
㊤
O
Q
ρ
＜
O
ド
倉
O
℃
」
①
o
o
o
o
I
一
①
㊤
㎝
（
一
①
O
Q
O
c
）
．

（
1
5
）
　
門
窪
惹
ぎ
颯
。
。
＝
。
。
芝
＝
ユ
①
さ
ト
篤
ミ
偽
§
零
蕊
〔
ミ
ミ
Q
、
ミ
ミ
食
＝
霞
℃
Φ
「
俸
閃
。
≦
－
お
自
（
ら
切
ω
）
も
℃
雨
し
。
高
①
・
」
・
1
・
フ
ィ
ル
ダ
ー
著
、
鈴
木
哲
子

　
　
訳
『
大
草
原
の
小
さ
な
町
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
五
年
）
一
〇
〇
1
一
〇
四
頁
。
こ
の
自
伝
的
小
説
に
お
い
て
は
、
「
本
当
に
自
由
で
あ
る
た
め
に
は

　
　
地
上
の
ど
ん
な
権
力
に
も
服
従
し
な
い
が
、
自
分
の
良
心
に
は
服
従
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
良
い
八
で
な
く

　
　
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
、
象
徴
的
な
教
え
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
飯
坂
・
清
水
・
堀
江
・
宮
里
編
『
世
界
政
治
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
有
斐
閣
・
一
兀
八
二
年
）
八
頁
（
堀
江
湛
・
前
田
寿
＝
。
な
お
、
二
名
の
民
主
党

　
　
所
属
大
統
領
と
は
、
G
・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
（
一
八
八
五
年
－
八
九
年
、
一
八
九
三
年
一
九
七
年
在
職
）
と
W
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ニ
九
一
三
年
－
二
一

　
　
年
在
職
）
で
あ
る
。
（
片
岡
寛
光
・
奥
島
孝
康
編
『
ア
メ
リ
カ
の
政
治
』
（
早
大
出
版
部
・
一
九
九
四
年
）
七
〇
、
几
四
頁
。
）

（
1
7
）
　
実
は
、
一
八
六
〇
年
の
共
和
党
綱
領
は
、
激
し
い
対
立
と
野
次
の
中
で
、
躍
ろ
う
じ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
反

　
　
奴
隷
制
と
い
う
点
で
一
枚
君
の
団
結
を
誇
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
＝
o
｛
。
。
鐙
α
8
さ
。
戸
∩
搾
（
コ
○
叶
Φ
一
ト
。
∀
．
邦
訳
、
一
五
八
一
一
、
五
九
頁
。

（
1
8
）
　
〉
ヨ
。
ω
旨
℃
①
四
巴
①
ρ
6
0
謡
勧
職
、
黛
、
ご
壽
の
9
＞
⑤
職
O
謡
の
”
＜
o
［
一
〈
（
↓
丁
①
〉
∋
①
臥
O
節
ω
γ
N
コ
α
．
℃
飴
「
戸
ζ
国
答
一
昌
二
ω
Z
こ
げ
。
噛
抽
ω
「
ユ
．
①
α
こ
一
㊤
『
P
O
．
H
ト
の
O
①
．

（
1
9
）
　
〉
．
ω
O
げ
δ
ω
ヨ
ひ
q
Φ
さ
ミ
無
O
礎
登
山
ミ
鳴
、
腎
議
ミ
、
ミ
鴇
職
Q
謡
、
討
、
同
国
ら
、
ご
ミ
鱗
N
謎
鴇
I
N
℃
融
、
＜
o
［
目
曽
O
ず
ユ
。
り
①
自
⊃
＝
o
儀
ω
①
℃
自
σ
＝
ω
7
Φ
話
－
一
㊤
刈
ど
℃
．
一
一
国
O
．

（
2
0
）
　
u
り
∩
三
①
ω
ヨ
ひ
舜
①
び
O
ロ
．
O
凶
げ
（
づ
。
け
①
一
〇
と
く
O
胃
剛
押
O
」
一
b
の
①
■
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（
2
1
）
　
Q
り
〇
三
Φ
ω
冒
ぬ
Φ
づ
O
℃
．
∩
一
叶
■
（
コ
O
叶
Φ
一
〇
）
、
＜
O
一
■
【
鰹
O
マ
①
㊤
一
絢
ト
の
ω

（
2
2
）
　
山
本
幹
雄
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
発
展
　
政
治
　
　
一
九
阯
紀
に
お
け
る
政
治
権
力
の
軌
跡
」
『
岩
波
講
座
世
界
史
2
0
』
（
一
九
ヒ
一
年
）
四
一
二
頁
。

（
2
3
）
岡
沢
憲
芙
「
政
党
」
九
八
頁
、
表
4
1
6
、
片
岡
・
奥
島
、
注
（
1
6
）
前
掲
書
、
所
収
。
。
∩
。
三
①
。
。
ヨ
ひ
q
。
「
－
。
P
∩
け
（
き
け
①
§
き
二
言
．
箪
。
。
．

（
2
4
）
　
Q
∩
O
巨
①
Q
り
噛
＝
ゆ
q
①
罫
O
℃
．
息
辞
．
（
コ
O
β
①
一
ゆ
γ
＜
〇
一
．
一
鰹
P
O
O
吋
．

（
2
5
）
量
α
．
（
き
8
ち
と
く
。
門
H
一
も
．
。
。
①
①
．

（
％
）
　
一
げ
置
■
（
コ
O
け
Φ
一
ε
」
＜
（
）
門
一
戸
ロ
O
b
O
卜
Q
I
㊤
O
ω
．

（
四
）
　
一
互
氏
■
（
コ
O
叶
①
一
ε
曽
く
O
一
■
一
鰹
P
㊤
O
し
Q
．

（
2
8
）
　
一
σ
己
・
（
コ
O
辞
①
一
㊤
）
噂
く
O
一
．
一
拶
P
㊤
O
軽
．

（
2
9
）
　
H
げ
乙
．
（
コ
O
け
①
一
〇
ン
＜
○
一
．
【
抽
℃
．
㊤
O
切
．

（
3
0
）
　
一
げ
己
．
（
コ
O
け
〇
一
ε
曽
く
O
一
．
目
－
℃
P
㊤
㎝
し
Q
一
㊤
㎝
轟
■

（
組
）
　
　
＝
）
同
α
．
（
コ
O
け
Φ
　
一
㊤
）
－
＜
〇
一
．
一
炉
P
㊤
㎝
轟
．

（
詑
）
　
一
ぴ
己
．
（
コ
O
け
①
一
〇
）
顧
く
O
一
．
＝
Ψ
℃
．
㊤
㎝
心
’

（
3
3
）
　
一
σ
剛
α
■
（
嵩
0
8
一
㊤
）
魑
く
〇
一
．
一
鰹
P
㊤
頓
心
．

（
3
4
）
　
一
σ
こ
λ
コ
O
け
O
一
㊤
ン
＜
O
同
’
＝
－
P
O
O
1
9

（
3
5
）
　
Q
り
∩
三
①
。
。
凶
⇒
ぬ
Φ
づ
。
℃
．
α
け
（
コ
0
8
一
㊤
γ
＜
o
一
■
一
一
’
O
・
一
〇
8
．
中
屋
健
一
編
『
世
界
の
歴
史
1
1
』
（
中
央
公
論
社
・
一
・
自
門
｝
年
）
　
一
八
二
頁
。

（
3
6
）
　
ω
∩
三
Φ
巴
5
ぬ
①
メ
。
℃
■
〇
一
け
．
（
づ
0
8
一
り
γ
＜
o
一
］
炉
戸
一
〇
〇
P
中
屋
、
注
（
3
5
）
前
掲
書
、
二
〇
〇
一
二
〇
一
頁
。

（
3
7
）
　
Q
∩
〇
三
①
ω
ヨ
箔
Φ
「
甲
O
℃
．
2
け
（
昌
O
併
Φ
一
㊤
ぎ
く
O
ピ
＝
響
℃
．
一
〔
）
ご
．

（
3
8
）
　
一
げ
三
．
（
コ
0
3
一
㊤
γ
＜
〇
一
．
一
戸
P
一
〇
一
N
．

（
3
9
）
　
一
げ
三
．
（
コ
O
辞
Φ
一
㊤
γ
＜
C
一
．
一
戸
℃
」
O
心
O
．

（
4
0
）
　
中
屋
、
注
（
3
5
）
前
掲
書
、
二
〇
ニ
ー
二
〇
七
頁
。
な
お
、
よ
り
北
側
に
位
置
す
る
ネ
ブ
ス
カ
州
の
州
都
名
は
リ
ン
カ
ー
ン
（
＝
コ
8
一
巳
と
称
し
憲
章

　
　
や
州
旗
に
明
記
さ
れ
た
、
州
の
標
語
は
「
法
の
前
の
平
等
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
サ
ス
州
の
州
章
や
州
旗
に
明
記
さ
れ
た
州
の
標
語
は
、
「
困

　
　
難
を
通
じ
て
星
を
め
ざ
そ
う
」
と
な
っ
て
お
り
、
州
政
発
足
時
の
苦
汁
に
満
ち
た
経
験
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
と
れ
よ
う
。
（
外
務
省
北
米
局
監
修
『
最

　
　
新
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
要
覧
』
（
東
京
書
籍
・
一
九
九
二
年
）
九
四
、
兀
八
頁
。
）
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

（
4
1
）
　
勺
Φ
ロ
。
。
δ
ρ
o
P
α
け
（
コ
。
叶
Φ
蕊
ご
P
一
ら
切
■

（
4
2
）
　
Q
∩
。
三
〇
ω
ヨ
ぴ
q
Φ
き
8
．
o
一
け
．
（
コ
0
8
一
㊤
ご
く
。
一
」
一
堕
℃
．
一
〇
き
－
一
〇
自
な
お
、
原
文
に
は
、
「
入
日
が
武
器
を
所
持
す
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
」
と
も
明

　
　
記
さ
れ
て
い
た
。

（
4
3
）
　
一
σ
こ
．
（
富
。
け
①
一
9
噛
く
。
ド
戸
P
一
〇
自
．

（
4
4
）
　
℃
Φ
霧
δ
ρ
o
℃
．
α
け
（
コ
0
9
易
）
望
P
お
O
O
。
．

（
4
5
）
　
＝
「
紹
．
〈
．
じ
口
・
ω
曲
∋
∋
ミ
C
．
閃
国
。
。
8
コ
麺
9
導
ミ
§
防
忠
§
謎
ら
ミ
鴨
㌧
き
陳
§
欝
ミ
ミ
ご
謡
ミ
ミ
曽
謙
ミ
貴
色
け
メ
ト
。
■
〉
無
r
お
。
。
ρ
Q
っ
．
①
・
¢
葺
け
①
α
Z
四
口
。
島

　
　
（
⊂
2
ご
鳶
ミ
ミ
§
謁
お
ミ
防
1
｝
6
0
ミ
、
§
、
帆
§
黛
き
簿
ミ
ミ
ご
ミ
こ
謡
⑦
ミ
ミ
ミ
§
費
d
Z
勺
二
σ
ま
讐
δ
p
お
。
。
。
。
も
．
卜
。
．
横
田
喜
三
郎
∴
三
野
雄
一
『
国

　
　
際
条
約
集
一
九
九
一
』
（
有
斐
閣
）
五
七
頁
。

（
4
6
）
　
Q
り
一
ヨ
∋
ミ
閃
餌
。
。
8
コ
「
讐
互
9
。
．
P
O
．
（
〉
コ
∋
■
蔭
㎝
－
ご
曽
Q
り
」
＝
－
一
月
．
⊂
7
0
P
∩
F
（
二
〇
8
＆
山
一
）
牌
O
P
一
ミ
ー
5
ρ

（
4
7
）
　
ω
巨
∋
蝉
＼
閃
国
ω
8
コ
錘
9
b
』
．
O
．
（
〉
コ
∋
．
麟
－
ご
℃
Q
っ
」
〇
一
山
O
卜
。
．
d
7
0
℃
．
o
置
（
⇒
0
8
ホ
山
一
）
も
P
＄
－
ざ
由
畑
・
竹
本
・
松
井
・
薬
師
寺
『
国
際
人

　
　
権
条
約
・
宣
言
集
』
（
東
信
堂
・
一
九
九
〇
年
）
七
四
頁
。

（
4
8
）
　
Q
り
凶
ヨ
ヨ
ミ
閃
働
Q
。
8
ヨ
讐
貫
自
。
．
卑
ρ
（
〉
コ
∋
．
ホ
山
）
曽
ω
」
O
b
。
．
α
Z
l
o
ロ
．
o
F
（
コ
0
8
＆
山
ご
鴇
℃
℃
．
刈
O
－
謡
■

（
4
9
）
　
⊂
2
国
Q
り
O
O
（
d
三
8
色
Z
餌
二
〇
扉
国
自
⊆
∩
9
0
且
。
コ
巴
－
Q
∩
o
凶
Φ
コ
ニ
臣
。
鋤
コ
α
O
巳
蝕
9
巴
○
吋
ひ
q
蝉
三
鑓
二
〇
コ
ン
ミ
評
ミ
騎
§
鴨
硫
8
滴
⊂
Z
国
ω
O
O
』
⇒
ρ
Φ
ロ
■
藁
㊤
①
ρ

　
　
暑
．
心
∵
畠
（
ら
ご
．
芝
．
＝
．
○
ぴ
四
〈
Φ
ω
＼
○
〉
■
↓
7
0
∋
o
自
o
P
q
嵩
塁
S
㌧
、
ミ
港
霧
雲
、
壽
聖
旨
層
℃
ミ
愚
象
餅
一
口
飢
β
ロ
曽
d
．
℃
こ
6
切
メ
℃
℃
．
自
㎝
1
駆
N
O
－
（
自
㎝
）
■

　
　
貼
楢
隅
田
他
、
　
い
圧
　
（
弱
－
目
ご
　
前
川
掲
量
臼
、
　
一
二
志
ハ
⊥
ハ
頁
。

（
5
0
）
　
強
行
規
範
（
ユ
ー
ス
・
コ
ー
ゲ
ン
ス
）
と
は
、
「
い
か
な
る
逸
脱
も
許
容
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
際
社
会
全
体
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
、
か
つ
承
認

　
　
さ
れ
た
」
一
般
国
際
法
規
範
秩
序
の
頂
点
に
位
置
す
る
上
位
規
範
で
あ
る
。
（
一
九
六
九
年
条
約
法
に
関
す
る
ヴ
ィ
ー
ン
条
約
第
五
三
条
。
横
田
他
、
注

　
　
（
4
5
－
m
）
前
掲
書
、
＝
○
頁
。
）
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
強
行
規
範
に
相
当
す
る
「
侵
略
行
為
お
よ
び
集
団
殺
害
（
殺
獄
）
の
非
合

　
　
法
化
、
人
間
の
基
本
的
権
利
に
関
す
る
原
則
お
よ
び
規
則
－
奴
隷
制
度
お
よ
び
入
種
差
別
に
対
す
る
保
護
を
含
む
一
に
つ
い
て
は
、
国
々
の
義
務

　
　
が
絶
対
的
で
あ
り
、
そ
の
義
務
の
遵
守
を
確
保
す
る
こ
と
に
す
べ
て
の
国
が
法
的
利
害
関
係
を
も
」
ち
、
し
た
が
っ
て
、
内
政
不
干
渉
の
原
則
を
盾
に
、

　
　
強
行
規
範
逸
脱
に
対
す
る
他
国
の
非
難
を
拒
否
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
（
大
平
善
梧
・
皆
川
涜
編
『
国
際
法
講
義
』
（
北
樹
出
版
・
一
九
八
○
年
）
二
四

　
　
頁
（
皆
川
）
。
）

（
5
1
）
　
⊂
Z
、
o
戸
。
凶
ρ
（
ホ
山
ご
、
O
O
．
一
ω
刈
、
一
自
．
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（
5
2
）
　
Q
り
一
∋
∋
2
。
＼
閃
霧
8
霞
鋤
9
響
m
．
国
．
○
．
（
〉
コ
ヨ
．
ホ
ー
ご
」
Q
っ
」
＝
－
一
一
吋
．
⊂
7
8
．
o
F
（
コ
。
け
Φ
ホ
ー
一
ご
甲
℃
℃
．
一
ミ
ー
＝
。
。
．

（
5
3
）
　
日
本
が
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
犯
罪
の
防
止
と
処
罰
に
関
す
る
協
定
」
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
）
に
、
　
一
九
九
一
年
二
月
一
日
の
時
点
で
末
加
盟
で

　
　
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
約
に
は
東
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
い
う
旧
敗
戦
国
を
始
め
と
し
て
、
世
界
一
〇
三
箇
国
が
加

　
　
嚇
し
て
い
た
。
（
横
田
他
、
注
（
4
5
－
一
一
ご
前
掲
書
、
六
一
〇
1
六
一
八
頁
。
∀
こ
の
条
約
は
前
文
で
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
国
際
法
の
下
で
の
犯
罪
で
あ

　
　
り
、
国
連
の
精
神
と
目
的
に
反
し
、
か
つ
文
明
世
界
よ
り
有
罪
と
宣
告
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
曽
ヨ
∋
p
＼
閃
餌
甲

　
　
8
昌
惹
9
聾
』
．
ρ
（
〉
コ
ヨ
．
仁
㎝
－
一
）
魑
Q
o
］
O
刈
．
⊂
7
8
．
∩
界
（
＝
0
8
ホ
ー
【
一
）
も
P
＝
G
。
横
田
他
、
注
（
4
5
－
一
一
ご
前
掲
書
、
一
〇
四
頁
。
田
畑
他
、
注
（
4
7

　
　
－
一
一
ご
前
掲
書
、
五
四
頁
。

（
5
4
）
　
Q
o
一
∋
∋
ミ
閃
霧
け
窪
「
讐
7
餌
．
鋤
■
○
．
（
〉
コ
∋
．
ホ
山
ご
Q
o
」
一
ト
。
．
⊂
Z
魑
。
℃
■
a
叶
■
（
コ
0
5
ホ
山
一
）
‘
℃
ロ
．
＝
。
。
－
一
お
．

（
5
5
）
　
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
論
文
、
　
一
九
一
－
一
九
二
、
二
．
し
頁
。

　
　
本
稿
の
前
編
で
論
及
し
た
三
つ
の
規
定
を
参
考
ま
で
に
列
挙
す
る
。

　
　
　
　
（
1
）
国
際
軍
事
裁
判
所
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
）
の
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
条
例
第
六
条
（
c
）
号

　
　
　
　
　
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
、
す
な
わ
ち
、
戦
前
ま
は
た
戦
時
中
に
民
間
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
殺
害
、
根
絶
的
大
量
仁
王
、
奴
隷
化
、
強
制
連
行
、

　
　
　
　
そ
の
他
の
非
人
間
的
（
凶
コ
7
ニ
ゴ
ロ
恥
「
［
Φ
　
　
ニ
コ
『
＝
O
コ
Q
自
∩
『
一
［
O
，
）
行
為
、
な
い
し
犯
罪
の
遂
行
に
よ
る
も
の
か
、
犯
罪
と
結
び
付
い
た
、
政
治
的
、
人
種

　
　
　
　
的
な
い
し
宗
教
的
理
由
で
の
迫
害
、
か
か
る
犯
罪
に
対
し
て
国
際
軍
事
裁
判
所
は
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
国
の
法
律
に
、
当
該
行
為
が
違
反
し

　
　
　
　
て
い
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、
権
限
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
2
）
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
（
東
京
裁
判
）
の
一
九
四
六
年
一
月
一
九
日
の
条
例
第
五
条
（
C
）
号

　
　
　
　
　
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
、
す
な
わ
ち
、
戦
前
ま
は
た
戦
時
中
に
民
聞
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
殺
害
、
根
絶
的
大
量
殺
人
、
奴
隷
化
、
強
制
連
行
、

　
　
　
　
そ
の
他
の
非
人
間
的
行
為
、
な
い
し
犯
罪
の
遂
行
に
よ
る
も
の
か
、
犯
罪
と
結
び
つ
い
た
、
政
治
的
な
い
し
人
種
的
理
由
で
の
迫
害
、
か
か
る
犯

　
　
　
　
罪
に
対
し
て
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
は
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
国
の
法
律
に
、
当
該
行
為
が
違
反
し
て
い
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、
権
限
を

　
　
　
　
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
3
）
一
九
四
五
年
一
二
月
二
〇
日
の
「
戦
争
犯
罪
、
平
和
に
対
す
る
犯
罪
な
い
し
入
間
性
に
対
す
る
犯
罪
の
罪
過
を
負
う
者
の
処
罰
に
関
す
る
（
対

　
　
　
　
ド
イ
ツ
占
領
）
連
合
国
管
理
委
員
会
の
法
律
第
一
〇
号
」
第
二
条
（
C
）
号

　
　
　
　
　
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
。
残
虐
行
為
、
犯
行
。
上
述
の
（
犯
罪
の
）
事
実
構
成
要
件
を
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
以
ド
の
実
例

62



人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
　
　
　
を
含
む
。
例
え
ば
、
龍
馬
、
根
絶
、
奴
隷
化
、
強
制
連
行
、
不
法
監
禁
、
拷
問
、
強
姦
な
い
し
そ
の
他
の
民
間
人
に
対
し
て
犯
さ
れ
た
非
八
間
的

　
　
　
　
行
為
。
政
治
的
、
入
種
的
な
い
し
宗
教
的
理
由
で
の
追
害
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
国
の
国
内
法
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
は

　
　
　
　
問
わ
な
い
。

（
5
6
）
　
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
論
文
、
二
一
二
i
二
一
七
頁
。

（
5
7
）
　
⊂
Z
響
o
O
．
o
搾
（
コ
0
8
膳
甲
＝
）
噂
℃
μ
ヨ
．
で
は
、
第
二
号
に
お
い
て
芝
韓
∩
ユ
ヨ
霧
帥
ぴ
q
巴
コ
。
。
辞
プ
仁
∋
o
コ
一
身
と
誤
植
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
、
芝
碧

　
　
6
ユ
ヨ
Φ
ω
弩
伍
O
ユ
ヨ
。
。
。
m
ひ
q
巴
コ
ω
け
7
三
富
p
。
三
2
で
あ
る
。
Ω
■
⊂
三
け
①
ユ
Z
p
ρ
寒
三
伊
q
鳶
賊
多
出
≧
ミ
～
ミ
環
ふ
ミ
§
賠
．
・
、
、
ミ
、
勘
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
§
詑
磁
“
N
掛
璽

　
　
一
㊤
Q
。
Q
。
”
P
器
も
。
（
O
鋤
惹
m
q
惹
℃
7
つ
。
ご
．

（
5
8
）
　
既
に
、
　
一
九
五
一
年
六
月
二
八
日
目
「
亡
命
者
の
法
的
地
位
に
関
す
る
協
定
」
第
一
条
F
項
（
a
）
号
は
、
（
1
∀
平
和
に
対
す
る
犯
罪
、
（
2
）
戦

　
　
争
犯
罪
お
よ
び
（
3
）
八
間
性
に
対
す
る
犯
罪
の
三
者
の
い
ず
れ
か
を
犯
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
重
大
な
事
山
」
が
認
め
ら
れ
る
者
を
、
「
亡
命
者
」
と

　
　
み
な
さ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
（
Q
D
巨
∋
聾
＼
「
ロ
ω
8
母
p
。
窪
目
．
餌
・
○
λ
》
コ
ヨ
．
島
－
H
ン
Q
り
」
ミ
ー
一
①
し
。
（
嵩
O
）
．
q
乞
○
℃
・
o
搾
へ
円
δ
器
ま
山
ご
．
℃
℃
b
漣

　
　
－
ω
＝
（
8
ご
．
横
田
他
、
注
（
4
5
山
ε
前
掲
書
、
八
八
－
九
三
（
八
九
）
頁
。
V
ま
た
本
文
に
記
さ
れ
た
の
と
同
じ
理
由
で
上
記
（
1
）
か
ら
（
3
）
の
三

　
　
犯
罪
の
い
ず
れ
か
を
犯
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
重
大
な
事
由
」
が
認
め
ら
れ
る
者
は
、
「
無
国
籍
者
（
Q
り
立
通
Φ
邑
o
q
。
Φ
u
Q
。
紅
雲
Φ
一
霧
萄
。
℃
①
「
ω
o
コ
と
と
し
て

　
　
保
護
さ
れ
る
者
か
ら
も
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
、
　
一
九
五
四
年
九
月
二
八
日
の
「
無
国
籍
者
の
法
的
地
位
に
関
す
る
合
意
」
第
一
条
第
二
項
第
三
培
は
規

　
　
無
し
て
い
た
。
（
Q
。
ぎ
∋
p
。
＼
評
ω
8
三
層
・
葺
。
。
．
p
。
．
○
．
（
〉
コ
ヨ
．
ま
』
君
Q
。
」
壽
∴
。
。
㎝
（
嵩
心
）
’
¢
Z
l
O
ロ
．
甑
け
（
⇒
O
辞
¢
四
切
－
目
V
も
℃
．
い
。
。
。
甲
卜
。
㊤
良
卜
。
。
C
ω
）
・
田
畑
他
、

　
　
注
（
4
7
山
口
）
前
掲
書
、
　
一
五
一
一
7
皿
三
二
五
二
）
頁
。
）

（
5
9
）
　
d
Z
O
P
O
搾
（
5
0
8
ま
『
ε
鴇
℃
』
ヨ
山
雲
．
本
節
全
体
に
つ
い
て
は
更
に
弼
。
「
℃
．
じ
u
房
げ
∩
げ
Φ
＝
オ
P
、
．
幻
Φ
ω
℃
0
5
ω
ぎ
≡
身
ヨ
じ
d
話
国
∩
7
①
ω
o
＝
づ
8
「
コ
甲

　
　
二
8
巴
＝
¢
∋
鋤
三
8
ユ
き
冨
≦
．
、
Ψ
⊂
Z
国
ω
O
ρ
N
ミ
鳴
ミ
ミ
賊
§
ミ
b
§
§
鴇
。
塁
ミ
奪
へ
、
掴
§
§
識
§
ト
ゐ
ミ
樋
＝
窪
曙
∪
．
一
．
＼
C
2
南
ω
O
O
＼
ζ
費
ユ
妻
ω
Z
．

　
　
勺
」
一
り
。
。
。
。
も
O
．
N
。
。
ω
－
卜
。
㊤
①
（
卜
。
。
。
れ
－
卜
。
。
。
」
．
を
参
照
。

（
6
0
V
　
類
ミ
食
ζ
錯
ρ
一
Φ
¢
♪
O
P
一
こ
口
－
卜
。
鼻
．
か
く
し
て
、
お
よ
そ
三
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
多
数
者
黒
八
に
対
す
る
、
少
数
者
臼
人
の
独
占
的
支

　
　
配
が
終
っ
た
。
そ
こ
で
黒
人
は
二
級
市
民
と
し
て
で
は
な
く
、
三
級
な
い
し
四
級
市
民
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
（
O
．
罵
）
。

（
6
1
）
　
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
5
）
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
7
号
』
（
「
九
八
九
年
）
二
三
七
－
二
四
「
頁
。

（
6
2
）
　
既
に
、
英
国
の
国
際
法
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
ソ
ン
（
℃
『
助
＝
℃
ω
○
巳
は
、
そ
の
著
一
三
①
「
コ
餌
二
〇
ロ
八
一
9
。
芝
四
コ
α
け
7
Φ
O
お
讐
特
高
㍉
㊤
一
朝
も
O
b
①
O
－
卜
。
O
一
．
に

　
　
お
い
て
、
「
上
官
の
命
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
犯
罪
的
性
質
を
有
し
な
い
と
い
う
主
張
は
、
…
…
不
適
切
か
つ
非
常
識
な
結
論
に
到
達
す
る
で

63



　
　
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
「
非
常
識
な
責
任
転
嫁
論
」
を
批
判
し
て
い
た
。
（
横
田
喜
三
郎
『
戦
争
犯
罪
論
』
（
有
斐
閣
・
一
九
四
七
年
）
一
六
六
－
一
六
ヒ
頁
、
）

　
　
　
か
よ
う
な
訳
で
、
三
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
）
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
第
八
条
は
、
「
被
告
人
が
そ
の
政
府
ま
た
は
上
官
の
命
令
に
従
っ
て
行
動
し
た
と
い

　
　
う
事
実
は
、
被
告
人
を
責
任
か
ら
解
放
す
る
も
の
で
は
な
い
。
但
し
、
刑
罰
を
軽
減
す
る
根
拠
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
な
い
」
と
規
定
し

　
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
横
田
、
注
（
6
2
∀
前
掲
書
、
ニ
ヒ
一
頁
。
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
法
令
集
第
－
巻
』
二
九
六
三

　
　
年
）
　
】
七
i
】
八
頁
。
）

（
6
3
∀
　
『
新
約
聖
書
』
の
「
ロ
ー
マ
人
へ
」
第
二
章
第
＝
一
－
第
一
五
節
に
は
、
「
異
教
人
は
良
心
に
よ
っ
て
神
の
法
律
を
知
る
」
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
何

　
　
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
を
持
た
ず
と
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
律
法
の
命
じ
る
〔
も
の
と
同
じ
〕
行
い
が
異
教
入
の
心
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
」
こ
と

　
　
が
あ
る
と
指
摘
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
と
は
別
個
に
、
人
類
に
共
通
す
る
良
心
の
命
令
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
塚
本
虎
二
訳
『
口
語
新
約

　
　
聖
量
日
ロ
ー
マ
人
へ
』
（
聖
童
円
知
識
社
・
一
九
六
六
年
∀
五
頁
参
照
、

（
6
4
∀
］
≦
葺
。
コ
幻
．
閑
。
高
く
詳
N
甲
肉
Q
、
斜
ご
婁
ト
き
ミ
膏
匙
遷
織
6
0
差
亀
鴨
ミ
鴨
、
工
○
ミ
。
・
ミ
ミ
ご
謡
ミ
、
謡
心
ミ
舜
↓
，
Φ
≦
匹
昌
ひ
q
勺
「
①
。
り
ω
”
ち
①
。
c
冒
O
P
8
山
0
9
M
．

　
　
R
・
コ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
著
、
清
水
望
・
滝
澤
信
彦
訳
『
信
教
の
自
由
と
良
心
』
（
成
文
堂
・
一
九
七
三
年
V
↓
四
七
一
…
四
几
頁
。

　
　
　
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
が
本
来
、
「
法
的
」
犯
罪
と
い
う
よ
り
も
、
「
神
に
対
す
る
倫
理
的
罪
悪
観
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
「
戦
場
で
敵

　
　
兵
を
殺
し
た
」
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
帰
還
兵
の
良
心
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
苦
し
め
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
（
読
売
新
聞
、
一
九
九
三
年
一
二
月

　
　
三
〇
目
二
三
面
参
照
。
）
逆
干
す
れ
ば
、
戦
場
で
「
武
器
を
も
っ
て
行
う
戦
役
を
拒
否
す
る
」
権
利
（
ボ
ン
基
本
法
第
四
条
第
三
項
）
が
主
張
さ
れ
る
根

　
　
拠
の
「
つ
が
、
「
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
」
の
存
在
と
な
る
と
亀
「
．
口
え
よ
う
。

（
6
5
）
　
ぎ
曲
α
．
（
コ
0
8
決
）
圃
℃
レ
O
卜
。
．
邦
訳
、
　
一
五
一
－
一
五
二
頁
。

（
6
6
）
　
ζ
p
×
妻
①
げ
Φ
び
ミ
ミ
簿
織
騎
し
ロ
ミ
軸
部
。
。
．
〉
象
r
U
ニ
コ
。
評
霞
俸
＝
⊆
ヨ
巨
。
戸
お
。
。
メ
Q
D
．
㎝
G
。
■
し
か
し
結
果
責
任
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
「
目
的
は

　
　
不
当
な
手
段
を
も
正
当
化
す
る
」
と
は
主
張
で
き
な
い
、
九
山
真
男
『
戦
中
と
戦
後
の
問
』
（
み
す
ず
駐
冷
房
・
一
九
七
六
年
）
四
三
九
頁
参
照
。

（
6
7
）
　
『
新
訳
聖
書
』
の
「
マ
タ
イ
伝
」
第
】
二
章
第
三
〕
1
第
三
二
節
に
お
い
て
も
、
「
聖
霊
に
対
す
る
罪
（
岳
①
Q
り
二
巳
Φ
ぬ
①
ひ
q
2
伍
8
7
虫
一
凶
ひ
q
g
O
o
一
ω
¢
」

　
　
は
「
こ
の
世
で
も
来
る
べ
き
世
で
も
決
し
て
赦
さ
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
良
心
が
誤
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
明
臼
な
罪
」
と
同
じ
く
、
通
常
の
罪

　
　
以
上
の
罪
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
b
暗
し
q
き
職
㌧
≧
§
諒
職
箋
q
濤
一
側
蹄
ミ
謡
ぴ
q
ミ
窟
ミ
§
ト
ミ
薄
舜
∪
①
ロ
＄
6
げ
①
U
ご
ぽ
2
α
q
①
。
。
①
＝
ω
∩
げ
餌
｛
r

　
　
一
ゆ
。
。
賃
一
〇
。
・
㏄
γ
ω
］
刈
（
α
興
自
房
一
＜
8
ζ
9
。
洋
7
警
ω
旨
”
ω
一
－
認
γ
塚
本
虎
二
訳
『
福
音
書
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
六
三
（
一
九
八
○
）
年
）
一
〇
六
頁
。
）

（
6
8
）
≦
ζ
O
「
国
．
閃
惹
コ
三
・
b
ミ
陵
月
忌
ミ
ミ
Ψ
貯
O
ミ
斜
〉
ヨ
餌
厚
面
二
。
。
く
Φ
「
冨
ね
一
お
ら
G
Q
・
Q
∩
袖
O
一
拍
α
。
，
包
〈
Φ
噌
訂
ゆ
q
冒
①
・
〉
＝
中
」
㊤
Q
。
9
Q
D
．
ら
り
．
V
．
E
．
フ
ラ
ン
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

　
　
ク
ル
著
、
佐
野
利
勝
・
木
村
敏
訳
『
識
ら
れ
ざ
る
神
』
（
み
す
ず
書
房
∴
九
六
二
年
）
六
八
頁
。
拙
論
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
4
）
」

　
　
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
6
号
』
（
一
九
八
八
年
）
二
七
ニ
ー
二
七
三
頁
参
照
。

（
6
9
）
　
＝
誘
頭
ン
、
．
牢
Φ
。
。
。
。
Φ
－
＝
己
ぎ
8
「
ヨ
餌
口
。
二
。
。
聾
∋
辞
α
①
「
じ
。
ま
号
ω
お
び
q
凶
嘆
⊆
薦
包
馳
§
ミ
審
§
N
ミ
し
q
ミ
、
N
ミ
、
沁
ミ
§
§
職
ミ
ミ
ミ
§
藁
㊤
芦
ω
■
武
刈
．

　
　
直
井
武
夫
訳
『
平
和
の
た
め
の
戦
い
』
（
読
売
新
聞
社
・
一
丸
七
五
年
）
　
一
〇
八
一
一
〇
九
頁
。

（
”
）
　
合
田
初
太
郎
「
律
法
と
福
音
」
加
藤
正
夫
『
使
徒
第
三
〇
五
号
』
（
使
徒
杜
・
一
九
八
八
年
）
九
頁
。
拙
論
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』

　
　
（
8
）
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
3
0
号
』
二
九
九
〇
年
）
二
三
一
頁
。

（
7
1
）
　
鈴
木
弼
美
「
内
村
鑑
三
の
非
戦
論
」
岩
島
公
『
永
遠
の
日
本
第
七
五
号
』
（
永
遠
の
日
本
社
∴
九
八
二
年
）
八
頁
。
＜
臼
訂
ひ
q
α
①
「
N
葺
∩
げ
①
「
じ
0
8
Φ
一
曽

　
　
b
蹄
詑
ミ
磁
鴨
⑦
忘
蕊
ら
韻
（
一
ゆ
刈
一
γ
Q
o
■
遷
①
．
拙
論
、
注
（
6
8
）
前
掲
論
文
、
二
七
四
頁
。

（
7
2
）
　
日
本
聖
書
協
会
一
九
五
四
年
訳
『
新
訳
聖
書
』
三
七
〇
頁
。

（
7
3
）
　
b
ミ
誓
凡
爲
鼻
①
」
」
竃
ρ
ω
．
一
㊤
O
．

（
7
4
）
　
福
原
龍
蔵
『
杜
甫
』
（
講
談
社
）
一
七
二
頁
。
細
田
三
喜
夫
『
中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
・
一
九
七
七
年
）
】
一
頁
。

（
7
5
）
　
⑦
ミ
ミ
、
、
莞
§
織
§
ミ
N
ミ
Q
り
。
己
Φ
｝
①
津
Z
「
■
9
一
㊤
刈
9
ω
．
爵
－
お
．

（
7
6
）
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
几
二
年
一
〇
月
一
〇
日
四
面
。

（
7
7
）
　
『
月
団
社
会
党
　
一
九
八
八
年
七
1
1
号
』
（
日
本
社
会
党
中
央
本
部
機
関
誌
局
）
三
又
ー
三
三
頁
。

（
7
8
）
　
『
夕
刊
読
売
新
聞
』
　
一
九
九
一
年
四
月
一
五
日
。

（
7
9
）
　
南
京
」
八
虐
殺
被
害
者
追
悼
壮
丁
第
一
次
訪
中
団
『
緑
の
瞭
罪
』
（
華
中
協
会
気
付
「
南
京
田
植
」
事
務
局
∵
一
九
八
七
年
）
二
三
頁
。
な
お
、
元
々
こ

　
　
の
．
．
昌
葉
は
、
司
馬
遷
撰
著
『
史
記
』
「
奏
始
皇
本
紀
第
六
」
に
所
収
の
、
野
諺
（
世
俗
の
諺
）
に
曰
く
、
「
前
事
の
忘
れ
ざ
る
は
、
後
事
の
師
な
り
。
（
前

　
　
事
之
不
レ
忘
、
後
事
之
師
也
。
）
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
吉
田
諸
山
著
『
史
記
一
（
本
紀
）
・
（
新
釈
漢
文
大
系
3
8
）
』
（
明
治
書
院
・
一
九
七
三
年
）
三

　
　
九
四
－
三
九
丑
頁
。
）

　
　
　
但
し
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
中
国
の
特
旨
も
、
必
ず
し
も
、
一
煙
幕
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
中
華
入
民
共
和
国
は
、
日
中
関
係

　
　
が
悪
化
す
る
と
南
京
大
虐
殺
の
事
実
を
前
面
に
出
し
て
宣
伝
し
、
日
本
と
の
関
係
を
改
善
し
た
く
な
る
と
対
H
賠
償
請
求
運
動
の
活
動
家
を
百
人
近
く

　
　
も
拘
束
し
て
い
る
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
四
年
三
月
一
九
日
二
面
。
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
争
の
具
と
す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
「
戦
争

　
　
責
任
問
題
」
の
真
の
解
決
に
は
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
う
。
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ま
た
、
南
京
大
屠
殺
受
難
同
胞
記
念
館
に
は
「
遭
難
者
（
≦
o
口
∋
ω
）
」
三
〇
万
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
（
『
緑
の
順
罪
』
1
1
二
頁
。
）
こ
こ
で
「
死
者
」
と

　
　
は
明
記
せ
ず
「
遭
難
者
」
と
記
し
た
こ
と
の
持
つ
意
味
は
、
癒
さ
れ
難
い
傷
を
負
う
て
後
、
引
き
続
い
て
生
存
し
て
い
る
犠
牲
者
も
含
ま
れ
る
か
ら
で

　
　
あ
ろ
う
と
思
う
。

（
8
0
）
空
6
訂
a
＜
8
≦
①
閂
N
繊
。
冨
「
’
§
謡
b
§
書
ミ
§
駄
ミ
診
○
。
話
○
σ
虫
Q
。
凶
Φ
巳
Φ
「
』
・
。
9
＞
色
‘
一
㊤
。
。
国
Q
∩
．
・
。
9
＝
「
。
。
ぴ
q
・
＜
・
≦
じ
u
g
N
＼
P
ζ
。
。
ω
－
b
慶

　
　
O
O
§
織
ミ
鳴
し
口
沁
b
、
し
口
軌
ミ
驚
こ
馬
謡
目
録
、
こ
§
⇔
＼
N
§
§
§
㌦
窪
き
竈
○
。
○
。
旨
く
臼
冨
ひ
q
三
〇
〇
。
・
卿
℃
帥
「
9
①
ミ
刃
9
∋
＜
Φ
二
彊
お
。
。
㊤
層
し
。
」
ω
。
。
・
＝
房
m
q
・

　
　
〈
．
⊆
「
ド
，
O
≡
＼
芝
剛
三
二
①
α
ω
8
欺
国
コ
凶
噛
勲
ミ
鳶
ミ
Q
い
§
職
ミ
越
§
漣
ミ
謡
躰
く
臼
5
ひ
q
勾
巴
コ
臼
勾
。
拝
b
。
・
〉
＝
頃
r
一
⑩
。
。
ざ
Q
∩
」
。
。
P
永
井
清
彦
訳
『
荒
れ

　
　
野
の
四
〇
年
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
「
六
年
）
　
一
六
頁
。

（
8
1
∀
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
六
日
三
〇
面
。

（
8
2
）
　
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
三
五
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
三
年
）
四
五
〇
頁
。
山
本
七
平
編
『
内
村
鑑
三
文
明
評
論
集
（
四
）
」
（
講
談
社
．
一
華
七
八

　
　
年
）
二
八
四
頁
。

（
8
3
）
　
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
九
集
（
教
文
館
∴
九
六
九
年
）
二
一
九
－
二
二
一
頁
。
罪
過
を
表
明
し
、
謝
罪
せ
ざ
る
犯
罪
（
o
「
同
ヨ
Φ
）
を
政
治
的
に
許

　
　
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
宗
教
的
罪
（
。
。
ヨ
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
観
の
下
で
は
、
例
外
的
に
一
方
的
に
被
害
者
が
許
す
こ
と
も

　
　
あ
り
う
る
。
（
塚
本
虎
二
訳
『
福
音
書
』
（
工
合
文
庫
・
一
翼
六
三
年
）
二
六
九
頁
。
V
但
し
、
通
常
は
、
加
害
者
が
損
害
を
加
、
託
る
こ
と
を
停
止
し
た
後

　
　
に
、
始
め
て
許
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
万
一
、
加
害
者
が
損
害
を
加
え
続
け
る
時
点
で
許
す
な
ら
ば
、
加
害
の
事
実
を
是
認
す

　
　
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
よ
う
な
宗
教
観
は
万
入
に
要
求
し
え
な
い
。
し
か
し
、
万
一
、
か
か
る
蹟
罪
観
が
自
発
的

　
　
に
生
じ
る
な
ら
ば
、
加
害
者
が
改
心
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
に
言
え
ば
回
心
一
へ
と
導
か
れ
る
」
壌
を
作
り
う
る
と
思
う
。

（
8
4
）
　
こ
の
事
実
は
、
例
え
ば
、
家
永
三
郎
『
戦
争
責
任
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
五
年
）
で
も
扱
わ
れ
て
い
な
い
、
言
わ
ば
歴
史
ヒ
の
盲
点
で
あ
っ
た
。

（
8
5
∀
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
三
H
三
九
面
、

（
8
6
）
　
§
Q
ミ
織
お
§
ミ
舞
○
∩
8
σ
葭
卜
。
ω
藁
㊤
㊤
一
▼
O
■
P

（
8
7
）
　
注
（
8
5
）
を
見
よ
。

（
8
8
）
　
同
前
。

（
8
9
）
　
↓
冨
。
α
o
「
＝
2
。
・
ρ
b
暗
O
こ
謁
の
§
記
ミ
§
噛
勾
9
・
ヨ
㊤
芝
葺
伍
臼
画
。
ゴ
く
嘆
r
δ
①
9
Q
∩
る
〔
）
鳥
一
・

（
9
0
∀
　
従
軍
慰
安
婦
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
；
ク
『
従
軍
慰
安
婦
問
題
ア
ジ
ア
連
帯
会
議
報
告
書
」
（
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
一
九
九
二
年
）
四
七
頁
（
福
島
瑞
穂
）
。
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人間の尊厳と人間性に対する犯罪（2）

（
9
1
）
　
日
本
正
教
会
訳
『
我
・
五
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
の
新
約
』
（
正
教
本
会
版
・
一
九
八
丑
年
）
六
…
六
頁
な
ど
を
参
照
し
た
私
等
。

（
9
2
）
　
保
守
的
な
日
本
人
が
従
来
、
太
平
洋
戦
争
を
「
侵
略
戦
争
」
と
客
観
的
に
認
定
し
な
か
っ
た
理
由
も
、
戦
争
の
・
モ
観
的
な
記
憶
が
余
り
に
生
々
し
い

　
　
か
ら
で
あ
っ
た
。
即
ち
「
東
京
裁
判
に
お
い
て
A
級
戦
犯
七
言
と
、
更
に
、
東
京
以
外
の
軍
事
法
廷
で
B
C
級
戦
犯
六
一
名
が
（
死
刑
判
決
を
受
け
て
）

　
　
裁
か
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
軍
事
裁
判
は
戦
勝
国
が
｝
方
的
に
戦
敗
国
を
裁
い
た
点
で
『
正
義
』
に
反
す
る
。
で
あ
る
か
ら
、
戦
争
犯
罪
人
こ
そ
が

　
　
犠
牲
者
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
戦
争
犯
罪
人
と
我
々
保
守
的
な
日
本
人
は
精
神
的
に
一
体
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
我
々
保
守
的
な
B
本
降
と
し
て

　
　
は
、
夢
に
も
『
侵
略
戦
争
』
で
あ
る
と
は
、
認
定
で
き
な
い
」
（
『
自
由
新
報
』
一
几
九
四
年
一
月
占
目
、
号
外
（
深
谷
隆
司
特
集
）
を
参
照
。
）
以
し
の

　
　
保
守
的
な
論
理
が
成
立
し
て
い
た
支
持
者
と
い
う
上
原
は
、
「
侵
略
戦
争
だ
っ
た
。
間
違
っ
た
戦
争
だ
っ
た
」
と
客
観
的
に
認
定
し
た
（
『
日
本
経
済
新

　
　
聞
』
一
九
九
三
年
八
月
一
一
日
一
面
。
）
細
川
護
煕
首
相
の
登
場
で
変
わ
り
始
め
た
と
言
え
る
。
こ
の
事
実
は
、
戦
争
に
直
接
に
参
加
し
た
旧
日
本
軍
軍

　
　
人
の
遺
族
の
主
観
的
な
生
々
し
い
記
憶
が
、
風
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
逆
に
証
明
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
内
心
複
雑
な
思
い
が
す
る
。

　
　
　
な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
「
侵
略
戦
争
」
で
あ
っ
た
と
い
う
史
実
の
認
定
は
、
一
九
八
二
年
八
月
二
六
日
に
、
宮
沢
喜
一
官
房
長
官
が
「
教
科
書

　
　
の
検
定
」
に
対
す
る
近
隣
諸
国
の
批
判
に
「
卜
分
に
耳
を
傾
け
、
政
府
の
責
任
に
お
い
て
是
正
す
る
」
と
談
話
を
発
表
し
て
以
来
、
公
的
に
認
知
さ
れ

　
　
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
二
年
八
月
二
七
日
、
一
面
。
）

　
　
　
ち
な
み
に
、
「
侵
略
と
は
、
一
国
に
よ
る
他
国
の
主
権
、
領
土
保
全
若
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
、
又
は
国
際
連
合
憲
章
と
両
立
し
な
い
そ
の
他

　
　
の
方
法
に
よ
る
武
力
の
行
使
で
あ
る
」
と
、
一
九
七
四
年
＝
一
月
一
四
日
の
国
連
第
二
九
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
『
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
』
は

　
　
明
記
し
て
い
る
。
（
横
田
他
、
注
（
4
5
－
日
）
前
掲
書
、
四
三
二
頁
。
）

（
9
3
）
「
ユ
Φ
α
ユ
9
く
8
ピ
。
ひ
q
窪
（
一
①
O
口
出
①
沼
γ
Q
c
凶
コ
コ
ぬ
。
臼
。
寓
①
℃
曽
p
・
＝
。
。
冨
8
α
9
＝
．
芝
．
ピ
。
コ
ひ
q
頃
①
＝
o
≦
（
一
。
。
O
刈
－
。
。
・
。
ン
ぎ
”
弓
鳴
聖
ミ
勘
ミ
ミ
q
薄
偽
ミ

　
　
ミ
謡
隠
ミ
冨
｝
ミ
ミ
ミ
ト
§
寒
、
ご
零
隔
悪
目
「
鼻
ぴ
。
∩
『
節
O
o
‘
p
α
．
も
℃
．
①
お
－
①
㎝
O
．
内
村
鑑
三
著
、
山
本
泰
次
郎
編
『
一
日
一
生
』
（
教
文
色
・
一
九
六

　
　
〇
（
一
九
七
八
）
年
）
一
八
八
頁
。
）
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